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僕のモデルになった「笑う盾持
人物埴輪」がフランスのパリへ
行くよ！ 12月までパリ日本文
化会館「笑いの日本美術史」展
で展示されるんだ。

本庄市総合防災訓練が実施されました。
表紙写真：９月８日の午前８時55分頃、埼玉県北西部に大き
な被害を及ぼす地震が発生したという想定のもと、共和小学
校でさまざまな訓練が行われました。当日は、多くの関係団
体や自治会のみなさん、児童など約５００人が参加し、避難
訓練、初期消火訓練、救出・救護訓練など、日頃からの災害
に対する備えと対処を実践的に学んでいました。

まちのデータ（2012.9.1現在）
人　口 80,463（－  77）
　男 39,887（－  38）
　女 40,576（－  39）
世帯数 32,396（－  21）
（　）内は前月との比較

●  子どもたちの育ちを一緒に考えてみませんか …………………………２
●  行政改革大綱の実施状況を報告します …………………………………６
●  わたしたちの国保 …………………………………………………………８
●  休日急患の診療 ……………………………………………………………27
●  「俳句王国がゆく」公開録画観覧者を募集!! …………………………28

● 今月の主な内容

　



平成24年10月1日号 23

●言葉の発達の遅れ
●コミュニケーションの障害
●対人関係・社会性の障害
●パターン化した行動、
　こだわり

自閉症

アスペルガー症候群

広汎性発達障害広汎性発達障害

注意欠陥多動性障害
（AD/HD）

学習障害（LD）

●不注意
●多動・多弁
●衝動的に行動する

●基本的に、言葉の発達の遅れはない
●コミュニケーションの障害
●対人関係・社会性の障害
●パターン化した行動、
　興味・関心のかたより
●不器用（言語発達に比べて）

●「読む」、「書く」、「計算
する」等の能力が、全体
的な知的発達に比べて
極端に苦手

知的な遅れを伴う
こともあります

早期支援
の充実

適切な養育支援 適切な学びの提供
・学校への巡回支援
・保護者との相談
・支援者との相談

自立した生活

・乳幼児健診後の
発達の相談

・バナナっこクラブ
（親子教室）の運営

・保育所（園）、幼稚園への
巡回支援

・支援者との相談
・年長児の就学相談
・さくらんぼ教室
　（個別の相談）の運営

・はぐくみの作成と
活用に関する支援
・就労支援
・生活支援
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発
達
障
害
と
は
ど
の
よ
う
な
障
害
な
の

か
、ま
た
発
達
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー「
す

き
っ
ぷ
」で
は
、ど
の
よ
う
な
業
務
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
の
か
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

毎
日
の
育
児
の
中
で
、
頭
を
悩

ま
せ
た
り
、
育
て
に
く
さ
を
感
じ

た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、
知
的

な
発
達
と
は
別
に
、
落
ち
着
き
が

な
か
っ
た
り
、
あ
る
分
野
の
勉
強

だ
け
極
端
に
出
来
な
か
っ
た
り
、

友
達
と
上
手
に
遊
ぶ
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
り
と
、
発
達
に
「
か
た

よ
り
」
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
が
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち

の
育
て
に
く
さ
の
理
由
の
ひ
と
つ

な
い
場
合
に
は
、
そ
の
傾
向
は
強

く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
周
囲

の
誤
解
を
受
け
や
す
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

に
は
、「
発
達
障
害
」
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

発
達
障
害
や
発
達
障
害
が
疑
わ

れ
る
子
ど
も
は
、
１
人
ひ
と
り
の

個
性
や
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
て
、
状

況
に
応
じ
た
理
解
と
支
援
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
平
成
22
年
４
月
か
ら

発
達
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー「
す
き
っ

ぷ
」
を
開
設
し
、
生
活
や
学
び
の

場
で
の
課
題
を
抱
え
る
発
達
障
害

等
の
子
ど
も
や
、
保
護
者
、
支
援

者
の
み
な
さ
ん
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を

始
め
ま
し
た
。

　

発
達
障
害
者
を
社
会
全
体
で
支

え
る
た
め
に
、
平
成
17
年
に
は
発

達
障
害
者
支
援
法
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
発
達
障
害
を

「
自
閉
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候

群
、
そ
の
他
の
広
汎
性
発
達
障
害
、

学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）、
注
意
欠
陥
多

動
性
障
害
（
Ａ
Ｄ
／
Ｈ
Ｄ
）、
そ
の

他
こ
れ
に
類
す
る
脳
機
能
の
障
害

で
あ
っ
て
、
そ
の
症
状
が
通
常
低

年
齢
に
お
い
て
発
現
す
る
も
の
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
脳
の
情
報
伝
達
を
す

る
回
路
が
う
ま
く
つ
な
が
っ
て
い

な
い
た
め
に
起
こ
る
働
き
の
障
害

と
も
い
え
る
よ
う
で
す
。
ま
だ
原

因
は
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

子
ど
も
の
努
力
不
足
や
保
護
者
の

育
て
方
が
原
因
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
目
に
映
る
、
子
ど
も

の
課
題
や
症
状
の
出
方
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
そ
し
て
誰
し
も
が
、
そ

の
度
合
い
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
持

ち
得
て
い
る
特
性
で
あ
る
た
め
に
、

障
害
の
存
在
に
気
付
か
れ
な
い
場

合
が
多
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
知
的
な
発
達
に
問
題
が

　

平
成
14
年
文
部
科
学
省
の
実
態

調
査
で
は
、
通
常
学
級
に
通
っ
て

い
る
児
童
・
生
徒
の
６
・
３
％
が
、

知
的
な
遅
れ
は
な
い
も
の
の
、
学

習
面
や
行
動
面
で
何
ら
か
の
「
著

し
い
困
難
」
を
示
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、
30
人
ク
ラ
ス
の
中
に

２
人
は
発
達
に
か
た
よ
り
が
あ
る

子
ど
も
が
い
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
す
。
そ
の
子
ど
も
た
ち
は
、
私

た
ち
の
正
し
い
知
識
と
深
い
理
解
、

そ
し
て
確
か
な
支
援
に
包
ま
れ
る

こ
と
で
、
力
を
発
揮
し
、
す
く
す

く
成
長
し
た
い
と
望
ん
で
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

発
達
障
害
と
は

子
ど
も
の
発
達
に
目
を
向
け
る

発
達
障
害
は
特
別
な
珍
し
い

も
の
で
は
な
い

それぞれの障害の特性

家
族
や
周
囲
の
大
人
の
気
づ
き

　

子
ど
も
の
特
性
を
理
解
す
る
こ

と
と
、
障
害
の
診
断
を
す
る
こ
と

は
全
く
違
い
ま
す
。

　

発
達
障
害
や
発
達
障
害
が
疑
わ

れ
る
子
ど
も
の
多
く
は
診
断
を
受

け
て
い
ま
せ
ん
。
身
近
に
発
達
の

「
気
に
な
る
子
」
が
い
る
場
合
、

診
断
の
有
無
に
注
目
す
る
の
で
は

な
く
、
障
害
の
可
能
性
が
疑
わ
れ

る
ほ
ど
、
そ
の
子
の
特
性
が
強
い

も
の
と
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
の
特
性
や
子
ど
も
が
抱

え
る
困
難
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ

の
た
め
保
護
者
は
、
育
て
方
や
し

つ
け
の
仕
方
を
周
囲
か
ら
否
定
さ

れ
、
心
が
深
く
傷
付
い
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
子
ど
も
た
ち
も
本
人
の
性

格
が
良
く
な
い
、
努
力
が
足
り
な

い
と
捉
え
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
、

つ
ら
い
体
験
を
積
み
重
ね
て
し
ま

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
周
囲
の
大
人
た
ち
が
、そ
う
い
っ

た
子
ど
も
の
発
達
を
温
か
な
目
で

見
つ
め
、
そ
の
大
変
さ
に
気
づ
い

て
あ
げ
る
こ
と
が
、
何
よ
り
貴
重

な
支
援
の
は
じ
め
の
一
歩
と
な
り

ま
す
。

子
ど
も
の
発
達
を
支
え
る

　

子
ど
も
は
、
大
人
た
ち
に
温
か

く
見
守
ら
れ
た
中
で
、
学
ぶ
喜
び

を
感
じ
な
が
ら
、
経
験
を
重
ね
る

こ
と
で
発
達
し
て
い
く
存
在
で
す
。

「
そ
の
子
の
今
」
に
マ
ッ
チ
し
た

環
境
と
か
か
わ
り
が
早
期
に
得
ら

れ
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
発
達
を
促
す
た
め
に
、
と
て
も

大
切
で
す
。

　

特
に
幼
少
期
に
「
や
っ
た
！
」

「
で
き
た
！
」
と
、
成
功
体
験
を

積
み
、
自
尊
心
を
育
て
る
こ
と
は
、

人
生
の
中
で
の
、
多
く
の
困
難
や

壁
に
打
ち
当
た
っ
た
と
き
に
、
負

け
ず
に
打
ち
勝
て
る
よ
う
な
、
強

い
心
を
育
み
ま
す
。

　

発
達
に
か
た
よ
り
の
あ
る
子
ど

も
の
多
く
は
、
本
人
の
意
識
の
な

い
と
こ
ろ
で
失
敗
し
た
り
、
怒
ら

れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
す
る
と
、
徐
々
に
自
信
を
な

く
し
て
し
ま
い
、
ど
う
せ
自
分
は

ダ
メ
な
子
な
ん
だ
と
劣
等
感
を
強

め
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

周
囲
の
理
解
や
支
援
を
得
ら
れ

ず
、
劣
等
感
を
常
に
持
ち
、
自
尊

心
が
育
た
な
い
ま
ま
成
長
す
る
と
、

ひ
き
こ
も
り
や
非
行
、暴
力
と
い
っ

た
、
情
緒
面
や
行
動
面
で
二
次
的

な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
幼
少
期
の
性

格
が
形
成
さ
れ
る
大
切
な
時
期
に

こ
そ
、
子
ど
も
の
心
の
育
ち
を
大

切
に
し
て
あ
げ
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

「
す
き
っ
ぷ
」
で
の
育
ち
の

 

支
援

　

す
き
っ
ぷ
で
は
、
幼
少
期
に
あ

る
お
子
さ
ん
へ
の
支
援
を
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
就
園
す

る
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
方

を
対
象
と
し
た
小
集
団
の
あ
そ
び

の
教
室
「
バ
ナ
ナ
っ
こ
ク
ラ
ブ
」

や
、
個
別
の
教
室
「
さ
く
ら
ん
ぼ

教
室
」
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
保
育
所
（
園
）・
幼
稚
園
へ

の
相
談
支
援
等
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

小
学
校
へ
入
学
す
る
頃
に
な
る

と
、
生
活
の
中
心
は
、
家
庭
か
ら

学
校
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
た
め
、
集
団
や
個
別
の
教
室

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、本
人
・

保
護
者
・
先
生
等
の
支
援
者
の
み

な
さ
ん
か
ら
の
相
談
に
応
じ
た
り
、

学
校
、
集
団
の
場
面
に
出
向
い
て

支
援
者
の
み
な
さ
ん
と
の
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

す
き
っ
ぷ
で
は
、
医
師
が
行
う

診
断
は
行
え
ま
せ
ん
。
個
別
の
療

育
も
同
様
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
発
達
や
特
性
に

よ
り
整
え
る
環
境
や
対
応
の
在
り

方
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

す
き
っ
ぷ
は
、
支
え
る
人
々
と

協
働
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
へ

よ
り
良
い
支
援
が
届
く
よ
う
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

出典：厚生労働省　発達障害の理解のために

発達教育支援センター「すきっぷ」（小島南５－５－45☎㉗５５５０）
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相談からの流れ

　　発達障害の原因ってなに？
　　医療が進歩する現在においても発達障害の原因は明確にはされていませんが、脳の器質的・機能的な
問題によるものだと考えられています。子どもの気持ちや努力不足、保護者の育て方、環境が原因によっ
て生じるものではありません。

発達障害や「すきっぷ」の支援　Q&A発達障害や「すきっぷ」の支援　Q&A

　　発達障害の子はどんなことで困るの？
　　子どもたちが苦手なことは、一人ひとり違い
があります。その中の一つにコミュニケーション
がうまくいかないことがあげられています。自分
の気持ちを言葉で上手く相手に伝えられなかった
り、状況や相手の心情や頭の中を器用に読み取れ
なかったりするために「自分勝手」「キレやすい」
「空気が読めない」と誤解を受けてしまいます。
周囲の理解や支えがあれば、子どもたちは力を付
けていき、生き生きと過ごせるようになります。

　　うちの子ってなんだか育てづらい気がする
…扱いづらい気がする…。相談する必要があ
りますか？
　　子どもたちの乳幼児期の発達には個人差が必
ずあるものです。ですが、日々、子どもたちと過
ごす保護者のみなさんが感じる「うちの子は周り
と違うかも」という気づきは、本当に小さなもの
でも、その子の成長を促す必要な支援の始まりと
なるものです。もし小さな気づきがある場合は、
一度、気軽な気持ちで相談してみるのも良いかも
しれません。

　　子育て・支援にあたって大切なことは？
　　子どもたちの日々の姿に温かで冷静なまなざしを向けて、今の育っている強みと弱みをつかみ取るこ
とです。その育ちの個性や特性がどのようなものであるのかを改めて深く理解することが大切です。そして、
今のお子さんにとって、あと一歩で手の届く目標を考えながら、その育ちの特性に合った療育や教育を行
うことが大切です。そして、子どもたちの将来を見据えた時に早期に取り組むことはとても意義のあるこ
とです。
　しかし、お子さんの発達について向き合った時に、つらく感じてしまったり、思わず目をそむけたくな
ることがどうしてもあるかもしれません。そんな時、すきっぷは保護者のみなさんと共に考えていくこと
ができます。

　　子どもが来年小学校に入学するのだけれど、
上
う

手
ま

くやっていけるか心配。そういった相談
にも対応してもらえるの？
　　すきっぷでは、発達・教育の専門的な知識の
ある就学支援アドバイザーが、お子さんとその保
護者のみなさんの相談に応じています。
　お子さんが小学校という新しい環境・活動の場
で、生き生きとした生活が送れるように、お子さ
んの育ちや関わり方、学校に関すること等の幅広
い相談にのっています。

　　中学生の子どもが、最近登校を渋るように
なってきました。発達に問題があるのでしょ
うか？
　　不登校の要因はさまざま考えられますので、
全て発達に問題があるとはいえません。ただ発達
的な特性があるために、勉強について行けないこ
とや友達と上手く付き合えないことが要因になる
こともあります。
　登校できない日が続くと、焦る気持ちも出てく
ると思いますが、無理強いをしないことが大切で
す。不登校のきっかけとなった問題がどこにある
のかを、ご本人やご家族、学校、各関係機関や、
すきっぷで一緒に考えて行きましょう。

　市内在住のおおむね18歳までの本人、家
族、各関係機関からの相談に応じています。
・相談は無料です。
・相談内容の秘密は固く守ります
開 所時間　午前８時30分～午後５時15分
（土・日・休日・年末年始を除く）
連絡先　☎㉗５５５０・FAX㉒０３６６

「すきっぷ」へお気軽にご相談ください「すきっぷ」へお気軽にご相談ください
　本庄市立発達教育支援センター「すきっぷ」では、発達
障害や、発達障害が疑われる子どもの個性を大切にしなが
ら、自分らしさを発揮し、充実した生活を送れるように、
保健・医療・福祉・教育などのサポート機関と連携し、本
人やその家族に対する支援を行っていきます。
　子どもたちの未来を支えるためには、取り巻く人々が子
どもの一人ひとりの姿、特性を見つめ、より深く理解を持ち、
そこから本人に合った支援を考える必要があります。
　子どもの発達に不安を感じたときは、ご家族だけで悩ま
ず、お気軽にご相談ください。

楽しいイベント盛りだくさん！

　０歳の赤ちゃんから小学生までのお子さんと保護者で、思いっきり遊
びましょう。当日は、中学生・高校生・大学生と地域のみなさんのボラ
ンティアスタッフ２００人以上で運営されます。ぜひご参加ください。
日時　10月21日㈰　午後１時～４時
会場　中央公民館
イベント内容
　・手作りおもちゃワークショップ
　・子ども科学実験教室
　・絵本、折り紙コーナー
　・昔遊び、プレイコーナーなど
参加費　無料
＊事前の申し込みは不要です。お問い合わせは、ＮＰＯ法人本庄子育てネット・田邊☎㉑５７３５へ

・電話で相談
・相談日の予約

・親子教室、個別教室の参加

まずはじめにお話をうかがいます

必要に応じていろいろな
支援が受けられるよ

子どもの育ちの応援

・心理士等の専門職との面談
子どもの特性の理解の応援

・園、学校等での個別相談、巡回相談
学びの場での成長の応援

・はぐくみ作成の支援
・サポートする各機関との調整

継続的な支援の応援

発達教育支援センター
「すきっぷ」

Q
A

Q
A

Q

A

Q
A

Q

A

Q

A

　０歳の赤ちゃんから小学生までのお子さんと保護者で、思いっきり遊

第５回子育てフェスティバル
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本庄市インフォメーションセンター

　

市
民
と
行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
を
生
か
し
た
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

◆ 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
※
１
）

制
度
の
推
進

　

市
の
計
画
、
政
策
等
の
策
定
過

程
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見

を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
市
民
の
市
政
へ
の
参
画
機
会

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら

の
意
見
を
適
宜
、
市
政
に
反
映
し

て
い
き
ま
す
。

 

平
成
23
年
度
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
実
施
件
数
は
、
４
件
で
し

た
。

◆
広
報
手
段
と
内
容
の
充
実

　

広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
４
月
１
日
号

に
「
本
庄
市
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
２

０
１
２
」
を
別
冊
と
し
て
折
り
込

み
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
健
康
カ
レ

ン
ダ
ー
や
公
共
施
設
マ
ッ
プ
、
家

庭
ご
み
の
分
別
や
出
し
方
な
ど
、

生
活
に
必
要
な
情
報
を
わ
か
り
や

す
く
掲
載
し
た
も
の
で
、
民
間
事

業
者
等
の
広
告
掲
載
に
よ
る
広
告

料
収
入
に
よ
り
作
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
月
平

均
ア
ク
セ
ス
数
は
、
前
年
度
よ
り

約
７
千
件
の
増
加
と
な
り
ま
し
た

（
３
万
６
千
件
↓
４
万
３
千
件
）。

行政改革審議会の委員を募集します
～「市民参加と協働」による行政改革の推進に向けて～

★企画課☎㉕１１５７
　厳しい財政状況に対応すべく、市ではこれまでも行政
改革に取り組んできました。
　今回、新たな５か年を計画期間とする次期取り組みに
向け、新たに「本庄市行政改革大綱及び実施計画」を策
定することとなりました。
　つきましては、この大綱及び実施計画に市民のみなさ
んのご意見を取り入れるため、本庄市行政改革審議会委
員を募集します。なお、策定後は、年度ごとの取り組み
の達成状況等についても審議をいただく予定です。
対 象　10月１日現在、20歳以上の市内在住・在勤・在
学者
定員　３人　
※これまでに行政改革審議会委員の経験が無い、新規応
募者の人を優先します。
任期　委嘱の日から２年間
報酬　条例の規定による
申 込　10月26日㈮（必着）までに応募用紙に、必要事
項及び「行政改革審議会委員への応募理由」（１、２０
０字以内）を記入のうえ、郵送若しくは電子メール
（kikaku@city.honjo.lg.jp）又は直接企画課へ
※応募用紙は企画課（市役所３階）にあります。また、
市ホームページからもダウンロードできます。
郵送先　〒３６７―８５０１　
　　　　本庄市本庄３―５―３　
　　　　本庄市企画課調整係
※応募用紙の内容を基に選考し、結果は書面で本人に通
知します。

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進

◆
未
利
用
財
産
の
処
分
・
貸
付

　

市
が
所
有
し
て
い
る
未
利
用
資

産
に
つ
い
て
、
売
払
い
及
び
貸
付

け
を
行
い
ま
し
た
。
土
地
売
払
い

収
入
は
、
27
件
で
２
億
９
、
２
２

７
万
円
、
土
地
・
建
物
貸
付
収
入

は
29
件
で
１
、
２
１
０
万
円
で
し

た
。

【
売
払
い
・
貸
付
件
数
及
び
収
入
】

・
平
成
19
年
度

　

53
件　

４
、
６
６
９
万
円

・
平
成
20
年
度

　
　
　

42
件　

２
、
８
９
４
万
円

・
平
成
21
年
度

　
　
　

37
件　

５
、
６
１
７
万
円

・
平
成
22
年
度

　
　
　

46
件
３
１
、
５
９
６
万
円

・
平
成
23
年
度

　
　
　

56
件
３
０
、
４
３
７
万
円

◆
収
納
体
制
の
強
化
（
市
税
）

　

平
成
23
年
度
課
税
分
か
ら
、
納

税
者
の
利
便
性
及
び
収
納
率
の
向

上
を
図
る
た
め
、
全
国
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
窓
口
で
市
税
が

納
付
で
き
る
体
制
を
整
備
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
差
押
え
資
産
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
行
う
範
囲
を

拡
げ
、
積
極
的
な
公
売
実
施
の
体

制
整
備
も
併
せ
て
図
り
ま
し
た
。

◆
有
料
広
告
の
導
入

　

市
が
管
理
す
る
資
産
に
、
事
業

者
等
の
有
料
広
告
を
掲
載
す
る
こ

と
に
よ
り
、
資
産
の
有
効
活
用
及

び
財
源
の
確
保
を
図
り
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
は
、広
報
ほ
ん
じ
ょ

う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
公
用
封
筒

等
の
媒
体
を
活
用
し
、
約
２
４
５

万
円
の
広
告
料
収
入
を
得
ま
し
た
。

◆
電
子
入
札
の
導
入

　

工
事
等
の
入
札
は
、
平
成
21
年

度
末
か
ら
段
階
的
に
電
子
入
札
に

移
行
し
、
平
成
23
年
度
は
全
て
の

工
事
等
の
案
件
に
つ
い
て
電
子
入

札
を
実
施
し
ま
し
た
。
電
子
入
札

の
実
施
に
よ
り
、
よ
り
公
正
で
透

明
性
の
高
い
入
札
・
契
約
業
務
が

期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、
契
約
事

務
の
効
率
化
が
図
れ
ま
す
。

　

行
政
と
民
間
の
役
割
分
担
の
あ

り
方
、
受
益
と
負
担
の
適
正
・
公

平
の
確
保
、
費
用
対
効
果
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
見
直
し
を

行
い
ま
す
。

◆ 

指
定
管
理
者
制
度
（
※
２
）
の

検
証

　

こ
れ
ま
で
も
指
定
管
理
者
が
管

理
運
営
し
て
い
る
市
民
文
化
会
館
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
つ
き
み
荘
及

び
本
庄
市
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
平
成
24
年

度
か
ら
の
指
定
管
理
者
の
募
集
及

び
選
定
を
行
い
ま
し
た
。

【
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
よ
る

歳
出
削
減
効
果
額
】

・
平
成
19
年
度

　
　
　
　
　

▲
５
、
２
３
５
万
円

・
平
成
20
年
度

　
　
　
　
　

▲
５
、
３
１
２
万
円

・
平
成
21
年
度

▲
５
、
４
２
３
万
円

・
平
成
22
年
度▲

５
、
１
８
９
万
円

・
平
成
23
年
度▲

５
、
２
１
５
万
円

◆ 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

図
書
の
予
約

　

平
成
18
年
10
月
に
開
始
し
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
図
書
の
利

用
予
約
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

予
約
貸
し
出
し
に
よ
り
、
利
用
者

の
利
便
性
向
上
や
事
務
の
効
率
化

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
予
約

件
数
】

　

平
成
19
年
度　
　
　

８
８
１
件

　

平
成
20
年
度　

１
、
３
０
７
件

　

平
成
21
年
度　

１
、
５
８
９
件

　

平
成
22
年
度　

１
、
８
１
９
件

　

平
成
23
年
度　

２
、
９
２
５
件

　

財
政
の
健
全
性
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
、
市
政
の
持
続

的
発
展
を
支
え
る
財
政
基
盤
を
確

立
し
て
い
き
ま
す
。

◆
基
金
（
※
３
）
の
計
画
的
積
立

　

減
債
基
金
（
※
４
）
に
つ
い
て
、

後
年
度
の
財
政
運
営
等
を
考
慮
し
、

運
用
益
を
含
め
、
約
２
億
12
万
円

を
積
み
立
て
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

平
成
23
年
度
末
の
減
債
基
金
残
高

は
、
約
２
億
９
、
０
２
８
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
等
の
改
修
や

修
繕
に
備
え
る
た
め
、
平
成
23
年

度
は
新
た
に
施
設
整
備
等
基
金
を

設
置
し
、
約
13
億
１
、
４
８
１
万

円
を
積
み
立
て
ま
し
た
。

効
率
的
・
効
果
的
な
行
政

経
営
の
推
進

自
主
性
・
自
立
性
の
高
い

財
政
運
営
の
確
立

行政改革大綱の実施状況を報告します
★企画課☎㉕１１５７

　市では、平成19年に策定した「本庄市行政改革大綱及び実施計画」に基づき、平成23年度までの５年間
を計画期間として、各種の改革に取り組んできました。効率的・効果的な行政の実現に向けた平成23年度の
取り組みについてお知らせします。
　今後、これまでの５年間の実施状況を検証し、新たな大綱及び実施計画の策定、実施に取り組む予定です。

　

時
代
の
要
請
に
柔
軟
に
対
応
し

た
活
力
あ
る
組
織
を
構
築
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
行
政
課
題
に
迅

時
代
に
即
し
た
組
織
改
革

と
人
材
育
成

速
か
つ
的
確
に
対
応
で
き
る
職
員

の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

◆
昇
任
試
験
制
度
の
導
入

　

こ
れ
ま
で
既
に
実
施
し
て
い
る

課
長
職
試
験
及
び
課
長
補
佐
職
試

験
に
加
え
、
平
成
23
年
度
は
新
た

に
係
長
級
職
昇
任
試
験
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

昇
任
試
験
の
導
入
に
よ
り
、
組

織
の
活
性
化
を
図
り
、
人
事
管
理

を
公
平
か
つ
客
観
的
に
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◆ 

定
員
適
正
化
計
画
の
策
定
・
推

進

　

平
成
19
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で

の
５
年
間
の
職
員
数
削
減
目
標
を

掲
げ
た
「
定
員
適
正
化
計
画
」
を

基
に
適
正
な
定
員
管
理
を
進
め
ま

し
た
。
既
に
平
成
21
年
度
当
初
に
、

計
画
最
終
年
度
の
目
標
値
を
上
回

る
削
減
実
績
を
達
成
し
ま
し
た
が
、

今
後
も
引
き
続
き
適
正
な
定
員
管

理
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

【
職
員
数
（
年
度
当
初
）】

・
平
成
20
年
度　

５
６
１
人

・
平
成
21
年
度　

５
３
９
人

・
平
成
22
年
度　

５
２
４
人

・
平
成
23
年
度　

５
２
１
人

・
平
成
24
年
度　

５
２
７
人

※
詳
細
は
、
企
画
課
・
総
務
課
及

び
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

※
１　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

 

行
政
機
関
が
計
画
等
を
策
定
す

る
と
き
に
、
そ
の
案
を
住
民
の

み
な
さ
ん
に
公
表
し
、
寄
せ
ら

れ
た
意
見
を
考
慮
し
て
最
終
的

に
計
画
等
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
意
見
に
対
す
る
考
え
方
を

併
せ
て
公
表
す
る
一
連
の
手
続

き
。
意
見
公
募
制
度
と
も
言
う
。

※
２　

指
定
管
理
者
制
度

　

 

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
・
民
間

経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
・
経

費
削
減
な
ど
を
目
的
と
し
て
、

公
の
施
設
の
管
理
運
営
を
民
間

等
に
広
げ
た
制
度

※
３　

基
金

　

 

地
方
公
共
団
体
が
特
定
の
目
的

や
資
金
運
用
の
た
め
に
設
け
る

財
産

※
４　

減
債
基
金

　

 

市
債
の
償
還
に
必
要
な
財
源
を

確
保
し
、
将
来
に
わ
た
る
市
財

政
の
健
全
な
運
営
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た

基
金

―
 

用
語
解
説 ―

共和保育所

◆
民
営
化
の
推
進

　

市
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
て

い
る
事
務
事
業
の
う
ち
、
市
に
代

わ
っ
て
民
間
が
直
接
実
施
で
き
る

も
の
に
つ
い
て
は
民
営
化
を
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
市
立
保
育
所
民

営
化
に
向
け
、
２
か
所
の
保
育
所

（
秋
平
保
育
所
及
び
共
和
保
育
所
）

の
受
託
者
選
定
を
行
い
、
共
和
保

育
所
の
受
託
者
が
決
定
し
ま
し
た
。
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国保加入世帯
13,126世帯
被保険者数
24,020人

（平成24年9月1日現在）
お問い合わせ先
保　険　課
☎㉕1116

平成24年度　国保当初予算額

９３億５,８３８万円
（前年比８・７％増）

保険給付費
6,235,964
66.6％

後期高齢
者支援金
1,192,935
12.8％

介護納付金
523,483
5.6％

共同事業
拠出金
1,214,997
13.0％

総務費
116,610
1.2％

保険事業他
74,388
0.8％

歳出
（千円）

国庫支出金
2,251,118
24.1％

保険税
1,951,708
20.9％

県支出金
555,182
5.9％

市繰入金
861,065
9.2％

前期高齢
者交付金
1,849,866
19.8％

共同事業
交付金
1,285,701
13.7％

療養給付費等
交付金
566,899
6.1％

繰越金他
36,838
0.3％

歳入
（千円）

保
険
証
変
更
時
に
は
届
出
を

交
通
事
故
等
で
保
険
証
を
使
用

す
る
場
合
に
は
至
急
連
絡
を

非
自
発
的
失
業
者
の
国
民
健
康

保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

《
郵
送
手
続
き
方
法
》

　

歳
入
歳
出
と
も
に
前
年
度
よ
り

約
７
億
５
千
万
円
、
８
・
７
％
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
増
加
内
訳
は
、
保
険
税

が
１
・
４
％
増
、
国
庫
支
出
金
が

４
・
４
％
増
、
療
養
給
付
費
等
交

付
金
が
25
％
増
、
県
支
出
金
が
40

％
増
（
補
助
率
変
更
に
伴
う
増
を

含
む
）、
共
同
事
業
交
付
金
が
28
％

増
、
前
期
高
齢
者
交
付
金
が
３
％

増
で
す
。

　

歳
入
内
訳
は
、
国
庫
支
出
金
が

24
・
１
％
、
保
険
税
が
20
・
９
％
、

前
期
高
齢
者
交
付
金
が
19
・
８
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
の
増
加
内
訳
は
、

保
険
給
付
費
が
６
％
増
、
後
期
高

齢
者
支
援
金
が
18
％
増
、
介
護
納

付
金
が
19
％
増
、
共
同
事
業
拠
出

金
が
21
％
増
で
す
。

　

歳
出
内
訳
は
保
険
給
付
費
（
主

に
保
険
医
療
費
）
が
約
67
％
、
後

期
高
齢
者
支
援
金
が
12
・
８
％
で

全
体
の
約
８
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
税
率
改
定
を
行

い
ま
し
た
が
、
医
療
費
は
依
然
と

し
て
増
加
し
て
お
り
、
医
療
費
の

伸
び
に
見
合
う
分
の
税
収
が
追
い

付
か
ず
、
国
保
財
政
は
大
変
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
国
保
加
入
者
の
み

な
さ
ん
に
は
医
療
費
の
節
約
に
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

医
療
機
関
等
の
窓
口
で
保
険
証

を
提
示
し
て
医
療
を
受
け
た
と
き

に
支
払
う
金
額
は
、実
際
に
か
か
っ

た
医
療
費
の
１
〜
３
割
で
す
。
残

り
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
約
半
分

は
国
・
県
が
負
担
（
退
職
国
保
は

除
く
）
し
、
残
り
半
分
は
保
険
税

で
賄
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
医
療
費
が
増
加
す
る

と
市
国
保
の
負
担
が
増
え
、
そ
の

負
担
を
賄
う
た
め
保
険
税
の
値
上

げ
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

健
全
な
国
保
財
政
の
運
営
を
図

る
た
め
、
医
療
費
の
節
約
に
努
め

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
日
頃
か
ら

健
康
管
理
へ
の
意
識
を
高
め
ま
し
ょ

う
。

医
療
費
を
上
手
に
節
約
す
る

ポ
イ
ン
ト
〜「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
」を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
療
品
は
、
開

発
コ
ス
ト
が
か
か
ら
な
い
分
安
く

提
供
が
で
き
、
み
な
さ
ん
の
医
療

費
の
節
約
に
も
な
り
ま
す
。

　

特
に
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
等
で

継
続
的
又
は
複
数
の
薬
を
服
用
し

て
い
る
人
は
、
薬
代
を
よ
り
節
約

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
ず

は
医
師
、
薬
剤
師
に
相
談
し
、
上

手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

希
望
カ
ー
ド
は
、
保
険
証
更
新

時
に
世
帯
に
１
枚
同
封
し
ま
す
。

無
記
名
式
の
た
め
世
帯
内
で
利
用

可
能
で
す
が
、
必
要
な
場
合
は
保

険
課
（
市
役
所
１
階
）、
市
民
福

祉
課
（
総
合
支
所
１
階
）
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
国
保
加
入
者
で
、
現

在
使
用
中
の
薬
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
に
変
え
た
場
合
、
一
定
額

以
上
の
効
果
額
（
節
約
額
）
が
見

込
ま
れ
る
人
に
は
、
10
月
頃
を
目

途
に
家
庭
に
個
別
に
通
知
を
送
付

す
る
予
定
で
す
。

平
成
24
年
度
の
当
初
予
算
額

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た

場
合
、
国
保
の
資
格
は
自
動
的
に

は
喪
失
と
な
ら
な
い
た
め
、
14
日

以
内
に
国
保
の
喪
失
の
届
出
（
保

険
証
の
返
還
）
を
市
役
所
に
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
実
際
に
は
職
場
か
ら

社
会
保
険
証
が
届
く
の
に
１
か
月

程
度
か
か
る
た
め
、
つ
い
手
続
き

を
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　

社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
国
民
健
康
保
険
証

を
使
用
し
て
医
療
機
関
を
受
診
す

る
と
、
後
日
、
市
が
払
っ
た
医
療

費
（
一
部
負
担
金
以
外
の
費
用

‥

原
則
７
割
分
）
を
、
返
還
し
て
い

た
だ
き
、
後
日
、
自
分
で
社
会
保

険
に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
と
職
場

の
健
康
保
険
料
と
の
二
重
払
い
が

生
じ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
保
の
喪
失
手
続
き
は
、
郵
送

で
も
で
き
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
早
く
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
国
民
健
康
保
険
証
の
原
本
」

と
「
社
会
保
険
証
の
コ
ピ
ー
」
を

同
封
し
、
コ
ピ
ー
の
余
白
に
「
平

日
窓
口
に
行
け
な
い
た
め
、
郵
送

手
続
き
を
依
頼
し
た
い
」
旨
と
昼

間
の
連
絡
先
、
住
所
、
氏
名
を
記

入
し
、
印
を
押
し
て
、
市
役
所
保

険
課
宛
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

10
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
新
し

い
保
険
証
（
ピ
ン
ク
色
）
を
９
月

下
旬
に
「
簡
易
書
留
郵
便
」
で
送

付
し
ま
し
た
。

※
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て

い
る
一
部
の
世
帯
に
は
、
納
税
相

談
の
後
に
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

郵
送
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

市では、国保加入者を対象に次の事業を行っています
人間ドック助成
対象　次の要件を全て満たす人（世帯）
①１年以上継続して国保に加入していること
②35歳以上の人
③保険税を完納していること
④市の特定健康診査を受診しない人
助成額　２万円
※人間ドック受検料が２万円以下の場合、助成額
は受検料と同額になります。

特定健康診査
　この健診は、『内臓脂肪症候群（メタボリックシ
ンドローム）』に着目したものです。対象者には毎
年、通知を発送しています。期間内に、必ず受診
しましょう。
対象　40歳以上の人
※ただし、妊娠中の人、施設入所者、長期入院患者、
人間ドック受検者（結果を提示した人）等は除き
ます。

出産育児一時金支給制度
　被保険者が出産した時、一児につき39万円（産
科医療補償制度加入医療機関で出産した場合42万
円）を支給しています。申請方法については、医
療機関などにご確認ください。
※他の社会保険等に１年以上加入の被保険者が退
職後６か月以内に出産し、その社会保険等から支
給される場合は国保からは支給されませんのでご
注意ください。

葬祭費支給制度
　被保険者が死亡した時、葬祭を行う人に５万円
を支給します。

～医療費が高額になったとき～
高額療養費
　同じ月内の医療費の自己負担額が高額になったとき、申請し
て認められると、限度額を超えた分が高額療養費として支給さ
れます。
　「70歳未満の人」と「70歳以上75歳未満の人」や「住民税課
税世帯の人」と「非課税世帯の人」等では、限度額が異なります。
　該当する人には申請のお知らせをします。お知らせ時期は、
早くても診療月の３か月後の月末となります。
入院・高額通院の場合
　１つの医療機関ごとの窓口負担は限度額までとなります。事
前に「限度額適用認定証」の交付を申請し、医療機関窓口に提
示してください。
　ただし、70歳以上75歳未満で住民税が課税されている世帯
の人は申請の必要はありません。
特定疾病の場合
　人工透析を必要とする慢性腎不全等で、長期にわたり、高額
な治療を必要とする特定疾病の人は、一つの医療機関ごとの窓
口負担は１万円（70歳未満の上位所得者は２万円）までとなり
ます。「特定疾病療養受療証」の交付を申請し、医療機関等窓口
に提示してください。
高額医療・高額介護合算療養費
　年間の医療費が高額になった世帯に介護保険の受給者がいる
場合、国民健康保険と介護保険の両方の自己負担を合算し、年
間の限度額を超えた場合は、申請して認められると、超えた分
が高額介護合算療養費として支給されます。
　申請のお知らせをする時期は、例年12月頃を予定しています。

　

交
通
事
故
等
、
第
三
者
か
ら
受

け
た
け
が
や
病
気
な
ど
で
国
保
の

保
険
証
を
利
用
す
る
場
合
、市（
国

保
）
で
は
加
害
者
等
へ
の
求
償
の

手
続
き
が
あ
り
ま
す
の
で
、
至
急

保
険
課
に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
仕
事
中
や
通
勤
中
の
け

が
で
労
災
が
適
用
に
な
る
場
合
に

は
、
国
民
健
康
保
険
証
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

　

倒
産
・
解
雇
な
ど
で
離
職
し
た

人
（
特
定
受
給
資
格
者
）
や
雇
い

止
め
な
ど
で
離
職
し
た
人
（
特
定

理
由
離
職
者
）
は
、
保
険
課
に
申

告
を
す
る
こ
と
に
よ
り
国
民
健
康

保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は

届
き
ま
し
た
か
？
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○
清
掃

　

汚
泥
の
引
き
抜
き
や
、
機
器
類

の
洗
浄
で
、
年
一
回
以
上
の
実
施

が
必
要
で
す
。
市
の
許
可
を
受
け

た
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

浄
化
槽
の
維
持
管
理
の

　
　
　
　
　
　

啓
発
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
浄
化
槽
の
適
切
な
維

持
管
理
の
啓
発
の
た
め
、
チ
ラ
シ

の
配
布
や
浄
化
槽
使
用
者
等
へ
の

訪
問
を
実
施
し
ま
す
。

※
留
守
の
場
合
は
、
ポ
ス
ト
に
チ

ラ
シ
を
投
か
ん
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
環
境
推
進
課
☎
㉕
１
１
７
２

★ 

環
境
産
業
課
☎
72
１
３
３
１（
内

線
２
３
２
）

10
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間
で
す

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
！

　

３
Ｒ
と
は
、
限
り
あ
る
資
源
を

で
き
る
だ
け
有
効
に
使
い
、
環
境

と
経
済
を
両
立
す
る
「
循
環
型
社

会
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

　
「
食
べ
残
し
を
し
な
い
」「
買
い

物
袋
を
持
参
す
る
」「
ご
み
を
分

別
し
排
出
す
る
」
な
ど
、
一
人
ひ

と
り
が
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
れ

ば
、
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

①
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

　

 

物
を
大
切
に
使
い
、
ご
み
を
出

さ
な
い
工
夫
を
す
る
。

②
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
（
リ
ユ
ー
ス
）

　

 

使
え
る
も
の
を
捨
て
ず
に
再
使

用
す
る
。

③ 

Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
（
リ
サ
イ
ク

ル
）

　

資
源
と
し
て
再
び
利
用
す
る
。

３
Ｒ
推
進
月
間
パ
ネ
ル
展
〜
３
Ｒ

に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
よ
う
〜

《
①
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
会
場
》

日
程　

10
月
17
日
㈬
〜
23
日
㈫

　
（
土
・
日
を
除
く
）

《
②
セ
ル
デ
ィ
会
場
》

日
程　

10
月
25
日
㈭
〜
30
日
㈫

　
（
休
館
日
を
除
く
）

《
①
②
共
通
》

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
各
会
場
最
終
日
は
午
後
３
時
ま

で
と
な
り
ま
す
。

お
買
い
物
に
は
「
マ
イ
バ
ッ
グ
」

お
出
か
け
に
は
「
マ
イ
ボ
ト
ル
」

　

市
で
は
、
ご
み
を
減
ら
し
、
地

球
環
境
を
守
る
た
め
、
マ
イ
バ
ッ

グ
・
マ
イ
ボ
ト
ル
の
普
及
や
レ
ジ

袋
の
削
減
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
、

お
出
か
け
に
は
マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
っ

て
行
き
ま
し
ょ
う
。
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★ 

環
境
推
進
課
☎
㉕
１
１
７
２
、

　

 

環
境
産
業
課
☎
72
１
３
３
１（
内

線
２
３
２
）

　

生
活
排
水
に
よ
る
河
川
等
の
水

質
汚
濁
を
防
止
し
、
生
活
環
境
を

守
る
た
め
、
浄
化
槽
設
置
者
に
は

次
の
法
定
検
査
等
の
実
施
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
法
定
検
査

　

新
規
設
置
後
３
〜
８
か
月
以
内

に
実
施
す
る
設
置
時
検
査
と
、
年

１
回
実
施
す
る
定
期
水
質
検
査
が

あ
り
ま
す
。
指
定
検
査
機
関
で
あ

る
㈳
埼
玉
県
浄
化
槽
協
会
（
☎
０

４
８―

５
３
３―

４
７
０
０
）
に

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

○
保
守
点
検

　

浄
化
槽
の
点
検
、
調
整
や
修
理

の
こ
と
で
、
浄
化
槽
の
規
模
等
に

よ
り
実
施
回
数
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
県
の
登
録
を
受
け
た

業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　本庄まつりで市内が一時通行
止めとなるため、本庄地域の一
部では、次の日程で可燃ごみ収
集が中止となります。
　次回収集日までご家庭で保管
をお願いします。
日時　11月２日㈮　
対象　七軒町

※その他の地域のごみは、通常
どおり収集します。

★環境推進課☎㉕１１７２

本庄まつりによる　　　　　
可燃ごみ収集中止のお知らせ

　

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
ら
、
左

記
へ
す
ぐ
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
番
号
☎
０
１
２
０―

５
３
０―

３
８
４
）（
24
時
間
受
付
。
通
話

無
料
）

★ 

埼
玉
県
産
業
廃
棄
物
指
導
課
☎

０
４
８―

８
３
０―

３
１
３
６

　

埼
玉
県
で
は
、
不
法
投
棄
を
撲

滅
す
る
た
め
、
民
間
、
市
町
村
等

と
連
携
し
て
、
不
法
投
棄
監
視
の

一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
、
産
業
廃
棄
物

運
搬
車
両
路
上
調
査
の
実
施
な
ど
、

不
法
投
棄
等
防
止
の
取
り
組
み
を

集
中
的
に
実
施
し
ま
す
。

10
月
18
日
㈭
〜
12
月
31
日
㈪
は

　

不
法
投
棄
等
防
止
強
化
期
間
で
す
！

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
す

・ 

福
祉
、
保
健
、
医
療
と
生
活
関

連
分
野
と
の
連
携

地
域
福
祉
に
関
す
る
活
動
へ
の
住

民
の
参
加
の
促
進

・ 

市
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
活
動
へ
の

支
援

・ 

市
民
の
意
識
の
向
上
と
主
体
的

参
加
の
促
進

　

ま
た
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
児

童
な
ど
の
個
別
の
福
祉
計
画
で
は

十
分
に
対
応
で
き
な
い
生
活
課
題

に
つ
い
て
も
検
討
を
し
て
い
き
ま

す
。

 

自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
て

　

地
域
福
祉
は
、
自
分
に
は
関
係

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
人
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
が

現
実
生
活
で
既
に
実
行
し
て
い
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
お
年
寄
り
の
人
が
重

そ
う
な
荷
物
を
持
っ
て
い
る
と
き
、

家
ま
で
の
少
し
の
間
荷
物
を
持
っ

て
あ
げ
る
こ
と
。
初
め
て
の
子
育

て
で
悩
ん
で
い
る
人
に
、
子
育
て

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
こ
と
。

　

こ
う
い
っ
た
普
段
の
生
活
の
中

で
の
助
け
合
い
も
ま
た
、
地
域
福

祉
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
自
分
に
で
き
る

地
域
福
祉
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

多
く
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

 

め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

地
域
で
の
生
活
課
題
を
一
番
良

く
知
っ
て
い
る
の
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
で
す
。

　

市
で
は
、
計
画
の
策
定
に
当
た

り
、
今
後
、
一
人
で
も
多
く
の
み

な
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
る

た
め
に
次
の
こ
と
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。

①
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

② 

地
域
（
小
学
校
区
）
ご
と
の
懇

談
会
の
開
催

③ 

地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
へ

の
参
加

④
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

　

よ
り
良
い
計
画
を
策
定
す
る
た

め
に
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

★
社
会
福
祉
課
☎
㉕
１
１
４
２

　

８
月
10
日
、
本
庄
市
と
㈳
埼
玉

県
建
設
業
協
会
児
玉
支
部
は
、「
災

害
時
等
に
利
用
す
る
可
搬
式
発
動

発
電
機
の
貸
借
に
関
す
る
覚
書
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
覚
書
は
、
災
害
応
急
工
事

等
に
関
す
る
協
定
に
基
づ
き
、
災

害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
非
常
用

の
電
源
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
覚
書
の
締
結
に
よ
り
、

市
は
、
２
台
の
可
搬
式
発
動
発
電

機
を
い
つ
で
も
使
用
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

い
る
こ
と
が
要
因
で
あ
る
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
地
域
に
根
差
し
た
支

え
合
い
の
心
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

「
地
域
福
祉
計
画
」
の
内
容
は

　

平
成
24
年
度
と
25
年
度
の
２
か

年
で
、
次
の
よ
う
な
項
目
に
つ
い

て
検
討
す
る
予
定
で
す
。

地
域
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

適
切
な
利
用
の
推
進

・ 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い

て
の
情
報
提
供
、
相
談
体
制
の

確
保

・ 

評
価
な
ど
に
よ
る
利
用
者
の
選

択
の
確
保

・
利
用
者
の
権
利
擁
護

地
域
に
お
け
る
社
会
福
祉
を
目
的

と
す
る
事
業
の
健
全
な
発
達

・ 

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
参
入
促
進

及
び
公
私
協
働
の
実
現

　

私
た
ち
が
毎
日
の
生
活
の
中
で
感
じ
る
「
困
り
ご
と
」
に
は
、
福
祉
制

度
や
行
政
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

市
は
、
こ
う
し
た
課
題
を
地
域
の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
解
決
し
な
が
ら
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
健
や
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

 「
地
域
福
祉
」
と
は

　
「
福
祉
」
と
聞
い
て
多
く
の
人

が
思
い
つ
く
の
は
、
高
齢
者
・
障

害
者
・
児
童
な
ど
対
象
者
ご
と
に

分
け
ら
れ
た
福
祉
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
「
地
域
福
祉
」
と
は
、
だ
れ
も

が
住
み
な
れ
た
地
域
で
、
安
心
し

て
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

市
民
の
み
な
さ
ん
や
民
間
事
業
者
、

行
政
な
ど
が
力
を
合
わ
せ
、
自
分

た
ち
が
住
ん
で
い
る
ま
ち
を
暮
ら

し
や
す
く
す
る
た
め
の
取
り
組
み

で
す
。

 

今
、
地
域
に
求
め
ら
れ
る
の
は

　

ホ
ー
ム
レ
ス
や
孤
立
死
、
子
ど

も
や
お
年
寄
り
へ
の
虐
待
な
ど
の

問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
は
、
近
所
付
き

合
い
が
希
薄
に
な
る
な
ど
、
地
域

の
連
帯
感
の
低
下
や
家
庭
内
で
の

子
育
て
や
介
護
の
力
が
弱
ま
っ
て

　

市
役
所
の
人
事
異
動

◆
７
月
30
日
付
け
﹇
死
亡
退
職
﹈

▽
桜
沢
庁
市
（
建
設
課
技
能
員
）

災
害
時
に
利
用
す
る

可
搬
式
発
動
発
電
機
の

貸
借
で
覚
書
を
締
結
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放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す

　

市
で
は
、
10
月
１
日
㈪
か
ら
31

日
㈬
ま
で
、
放
置
自
転
車
ク
リ
ー

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

路
上
な
ど
に
放
置
さ
れ
た
自
転

車
は
、
歩
行
者
や
他
の
車
両
の
通

行
を
妨
げ
、
交
通
事
故
の
原
因
や

非
常
時
の
緊
急
活
動
の
妨
害
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
が
暮
ら
し
や
す
く
安

全
な
街
に
す
る
た
め
に
、
自
転
車

は
必
ず
自
転
車
駐
車
場
等
の
適
切

な
場
所
に
止
め
ま
し
ょ
う
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
に
限
ら
ず
、

駅
周
辺
や
路
上
な
ど
の
公
共
の
場

所
に
自
転
車
及
び
原
動
機
付
自
転

車
を
放
置
し
た
場
合
は
、
撤
去
し

ま
す
。

　

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
ル
ー

ル
を
守
り
、安
全
に
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

★ 

環
境
推
進
課
☎
㉕
１
１
７
２
、

環
境
産
業
課
☎
72
１
３
３
１（
内

線
２
３
２
）

『
ル
ー
ル
守
っ
て
明
る
く
住ス

マ
イ
ル
』
〜
違
反
建
築
な
く
そ
う
運
動
を
実
施
し
ま
す
〜

建
築
に
関
す
る
法
令
等
の
説
明
会

対
象　

埼
玉
県
民
、
建
築
関
係
者
、

　

行
政
職
員
ほ
か

日 

時　

10
月
12
日
㈮　
午
後
２
時
〜

４
時

会
場　

市
役
所
６
階
大
会
議
室

内
容　

・
み
ど
り
と
川
の
再
生
に
つ
い
て

・
埼
玉
県
東
日
本
大
震
災
の
記
録

・
定
期
報
告
制
度
に
つ
い
て

・ 

建
築
士
事
務
所
立
入
検
査
に
お

け
る
指
導
状
況
ほ
か

※
建
築
士
に
よ
る
無
料
簡
易
耐
震

診
断
・
無
料
建
築
相
談
会
を
同
時

開
催
し
ま
す

※
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。
当

日
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

一
斉
公
開
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル

日
程　

10
月
16
日
㈫

場
所　

市
内
一
円

＊ 

詳
し
く
は
、
左
記
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

★ 

埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
８―

５
３
３―

８
７
７

６
、
市
建
築
開
発
課
☎
㉕
１
１

４
０

　

こ
の
運
動
は
、
安
心
・
安
全
で
快
適
な
住
ま
い
づ
く
り
・
街
づ
く

り
の
実
現
に
向
け
て
、
埼
玉
県
、
市
町
及
び
㈳
埼
玉
建
築
士
会
が
県

下
一
斉
に
10
月
11
日
㈭
か
ら
19
日
㈮
ま
で
行
い
ま
す
。

　

こ
の
一
環
と
し
て
法
令
等
の
説
明
会
や
一
斉
公
開
建
築
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
ま
す
。

10
月
15
日
㈪
〜
21
日
㈰
は

「
行
政
相
談
週
間
」
で
す

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行

政
相
談
委
員
が
行
政
相
談
所
を
開

設
し
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
相
談
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

国
や
県
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
、

苦
情
や
要
望
を
お
持
ち
の
人
は
、

こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

日 

時　

10
月
18
日
㈭　
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
（
正
午
〜
午
後
１
時

を
除
く
）

会 

場　

市
役
所
１
階
１
０
１
会
議

室
相 

談
内
容　

福
祉
、
道
路
、
医
療
、

保
険
、
年
金
な
ど

※
定
例
の
相
談
は
、
毎
月
第
３
木

曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

「
行
政
相
談
」
と
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

石
田 

祐
寛 

氏
☎
㉒
３
４
１
５

福
島 

教
子 

氏
☎
㉔
３
０
６
０

立
花 
勲 　

氏
☎
72
１
３
７
３

★
市
民
課
☎
㉕
１
１
１
３

紹
介
し
ま
す

わ
が
ま
ち
の
行
政
相
談
委
員

土
地
付
建
物
を
公
売
し
ま
す

　

市
で
は
、
市
税
の
滞
納
処
分
に

よ
っ
て
差
押
さ
え
た
不
動
産
を
公

売
し
ま
す
。

　

公
売
は
、
県
及
び
北
部
地
域
の

市
町
と
共
同
で
行
い
ま
す
。
公
売

の
手
続
き
や
詳
細
に
つ
い
て
は
、

収
納
課
（
市
役
所
１
階
）
及
び
埼

玉
県
本
庄
県
税
事
務
所
に
あ
る

「
不
動
産
共
同
公
売
広
報
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。（
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

㈱
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

入 

札
日
時　

10
月
16
日
㈫　

午
後

１
時
30
分
〜
２
時

入 

札
場
所　

埼
玉
県
熊
谷
地
方
庁

舎
４
階
大
会
議
室

【
物
件
】

所 

在
地　

東
台
４
丁
目
１
３
５
９

番
10
、
11
（
１
３
５
９
番
10
は

持
分
４
分
の
１
）

土
地
面
積　

84
・
97
㎡

建
物
面
積　

１
階
46
・
37
㎡

　
　
　
　
　

２
階
23
・
18
㎡

見
積
価
額

　
　
　

２
、
５
０
０
、
０
０
０
円

公
売
保
証
金

　
　
　
　
　

２
５
０
、
０
０
０
円

★
収
納
課
☎
㉕
１
１
２
０

　市では、農業従事者の高齢化や後継者不足を解消する
ため、担い手となる農業後継者の育成確保に取り組んで
います。
　今回、その一環として「ふれあい農業体験ツアー」を
計画しました。このツアーは、青年農業者と独身女性が
農業体験を通じて出会いの場を設けるもので、独身女性
を募集しています。
日 程　11月から平成25年２月までの間に全４回
※第１回目は11月18日㈰に開催予定です。
内容　農業体験（播種、管理、収穫）、料理教室ほか
対 象　おおむね20歳から40歳未満の未婚の女性
参加費　3,000円（全４回分）
※第１回開催時に集金をします。
用 意　運動靴、長靴、タオル、帽子、動きやすい服装
申 込　10月31日㈬までに電話又は電子メール（３
nousei@city.honjo.lg.jp）に必要事項（氏名、住所、
年齢、電話番号）を明記のうえ下記へ
※電子メールの場合は、件名を「ふれあい農業体験ツ
アー」としてください。
★ ふれあい農業体験ツアー実行委員会事務局（農政課内）
☎㉕１１７７

　ＮＨＫでは、10月27日㈯早朝、群馬県向けの
ＮＨＫ総合テレビを関東地方向けの放送と区別し
て受信できるよう、群馬県側の地域識別信号を変
更します。
　この影響で、群馬県向けの放送を受信している
一部のテレビで、この日からＮＨＫ総合が映らな
くなる可能性があります。もし、映らなくなった
場合は、リモコンで「チャンネル設定（初期スキャ
ン）」を行うことで元通りご覧いただけるようにな
ります。また、ブルーレイレコーダーなどの録画
機は、ＮＨＫ総合の録画予約がある場合、取り消
してからもう一度録画予約を行う必要があります
ので、あらかじめご了承ください。
※ご不明な点は、下記へお問い合わせください
★ ＮＨＫ北関東受信相談センター☎ナビダイヤル
０５７０－０７１－０７１（午前９時～午後８
時）ＩＰ電話などナビダイヤルでつながらない
場合は０５０－３７８６－００７１へ

群馬県（榛名山）からの
ＮＨＫ総合テレビをご覧のみなさまへ

お嫁さんにおいで！
　ふれあい農業体験ツアーを開催

　市では、昨年の６月13日から市内13か所（すべての小学校の校庭）で放射線量の測定を行っています。
※詳しい測定結果及び測定個所は、市ホームページ又は自治防災課でご覧いただけます。
◎小学校校庭の測定結果（測定日：９月13日）
　今回の測定結果は、0.036～ 0.116μSv/h（マイクロシーベルト／時間）でした。
　なお、測定値には自然から受ける放射線量が含まれています。測定値は、計測の時間帯や天候等に影響を
受けることがあるため、あくまでも参考の数値となります。 ★自治防災課☎㉕１１８４

― 市内の空間放射線量測定結果 ―

◇◆空間放射線量・放射性物質測定結果のお知らせ◆◇

　市と本庄上里学校給食センターでは、提供した給食等の安全性を確認的に検証するため市立小中学校及び
市立保育所を対象に「給食まるごと検査」を実施しています。９月第１週分（８月31日～９月７日）、９月
第２週分（９月８日～14日）の放射性ヨウ素及び放射性セシウムは不検出でした。

★教育総務課☎㉕１１８２、子育て支援課☎㉕１１２８、本庄上里学校給食センター☎㉔２６２１

― 市立保育所の給食等放射性物質測定結果 ―

　埼玉県では、農畜産物等の放射性物質調査を実施しています。市内で採取したホンモロコ（採取日９月３・
４・５・６、判明日９月12日）の放射性セシウムは、全て基準値を下回りました。
 ★農政課☎㉕１１７７

― 農畜産物の放射性物質測定結果 ―
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でんごん広場
みなさんの情報交換の場
　＝行事案内　　＝会員募集行 募

行

★ 11月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真を募集中です。顔のはっきり写った
お子さんの写真、氏名、ふりがな、住所、生年月日、40字以内のコメント、保護者の氏名、
連絡先を記入のうえ下記の宛先へ郵送又は直接持参してください。（応募多数の場合抽選）
※応募いただいた写真は返却できません。

篠
しのはら

原　かんなちゃん（栄２丁目）
〈平成22年生まれ〉

田
た

島
じま

　凜
りん

ちゃん（児玉町児玉）
〈平成22年生まれ〉

２歳おめでとう！
おしゃべりが上
手になったかん
な！これからも
たくさんお話し
してネ

２歳おめでとう。
兄弟仲良く元気
に大きくなって
ね。大好きだよ！

カノちゃん２
歳おめでとう。
これからもいっ
ぱい遊ぼうね！
マオ・コウキ・
サナ

服
はっとり

部　康
こうすけ

佑ちゃん（児玉町吉田林）
〈平成23年生まれ〉

甘えん坊のこう
ちゃん、１歳の
お誕生日おめで
とう。１日１日
すくすく大きく
なってね！

10月生まれのみんな

あて先 〒367-8501　本庄市本庄３-５-３　本庄市役所秘書広報課広報広聴係
☎㉕1155　FAX㉑8499　※締め切りは10月15日㈪必着です。

ブーメラン竹とんぼ教室と
流しそうめんを行いました

　８月19日、本庄早稲田駅周辺地区まちづくり協議会の下部
組織として活動している「本庄早稲田まちづくり活動勉強会」
では、久下塚集落センターで初イベントとなる「ブーメラン
竹とんぼ教室と流しそうめん」を行いました。
　当日は、約50人が参加し、好みの色で飾り付けをした竹と
んぼを作成し、公家塚公園で楽しく飛ばしました。
　また、勉強会メンバーのみなさんが竹の伐採から台の作製
まで行った「流しそうめん」は、子どもたちから保護者まで
大好評でした。
　今後、勉強会では違法ビ
ラの除去作業や清掃活動、
イベント開催等を地域のみ
なさんや企業と共同して行
う予定です。

夏の流しそうめんはいいですね

鈴
すず

木
き

　愛
あい

良
ら

ちゃん（駅南１丁目）
〈平成21年生まれ〉

３歳のお誕生日
おめでとう★い
つもニコニコ元
気いっぱいの愛
ちゃんが大好き
だよ

田
た

中
なか

　美
み

々
み

ちゃん（児玉町上真下）
〈平成22年生まれ〉

２歳のお誕生日
おめでとうい
つまでも優しい
みみちゃんでい
てください！

1415

倉林 二三 氏
（児玉町金屋）

倉
林
二
三
氏
�
瑞
宝
双
光
章

　

６
月
１
日
付
で
、
元
児
玉
町
立

金
屋
小
学
校
長
の
倉
林
二
三
氏
に

瑞
宝
双
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

で
ん
ご
ん
広
場
は
、
既
に
市
内

の
公
的
施
設
等
で
活
動
し
て
い
る

団
体
の
た
め
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　

で
ん
ご
ん
広
場
の
掲
載
申
し
込

み
は
、
秘
書
広
報
課
（
☎
㉕
１
１

５
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。行

行

　

郷
土
の
偉
人
塙
保
己
一
の
命
日

に
あ
た
る
９
月
12
日
、
セ
ル
デ
ィ

で
「
塙
保
己
一
遺
徳
顕
彰
祭
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
の
金
屋

小
学
校
の
児
童
を
は
じ
め
、
多
く

の
参
加
者
が
そ
の
遺
徳
を
し
の
び
、

菊
の
花
の
献
花
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
顕
彰
祭
に
先
立
ち
、

新
墓
所
の
竣
工
式
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
墓
所
は
、
合
わ
せ
て
修
復

が
行
わ
れ
た
「
塙
先
生
百
年
祭
記

念
碑
」
の
隣
に
移
転
さ
れ
、
そ
の

周
辺
は
記
念
公
園
と
し
て
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
正
12
年
９
月
１
日
に
発
生
し

た
関
東
大
震
災
の
混
乱
の
中
、
流

言
飛
語
に
よ
り
、
市
内
で
八
十
余

人
の
朝
鮮
人
の
尊
い
生
命
が
奪
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
犠
牲
者
の
ご
冥

福
を
祈
る
慰
霊
追
悼
の
式
典
が
、

９
月
１
日
に
東
台
５
丁
目
の
長
峰

墓
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
吉
田
市
長
を
は
じ

め
、
関
係
団
体
の
代
表
や
市
民
の

み
な
さ
ん
が
多
数
出
席
し
ま
し
た
。

　

市
仏
教
会
の
僧
侶
の
読
経
に
続

き
、
市
長
の
慰
霊
の
辞
が
述
べ
ら

れ
、
そ
の
後
、
出
席
者
の
焼
香
の

列
が
続
き
ま
し
た
。

総
検
校
塙
保
己
一
先
生
遺
徳
顕
彰
祭
�
新
墓
所
竣
工
式

長
峰
墓
地
慰
霊
法
要

本
庄
市
総
合
防
災
訓
練

田 久枝 さん
（栗崎）

山
やま

田
だ

　椛
か

乃
の

ちゃん（日の出２丁目）
〈平成22年生まれ〉

　

め
で
た
く
１
０
０
歳
を
迎
え
ら

れ
た　

田
久
枝
さ
ん
（
大
正
元
年

９
月
５
日
生
ま
れ
）
に
、
吉
田
市

長
か
ら
お
祝
い
の
「
寿
状
」
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

本庄市茶道連合会 秋の茶会　
日時　10月14日㈰
　　　午前10時～午後３時
会場　埼玉グランドホテル本庄
定員　２５０人
費用　2,000円（茶席３席分）
申込　当日直接会場へ
問い合わせ　鈴木☎㉒３６３３

本庄市民ホールコンサートシリーズVol.2　
November Concert
～郷土の演奏者による～

日時　11月４日㈰　午後１時～３時
場所　市役所１階市民ホール
定員　３００人
費用　無料（整理券有）
申込　当日直接会場へ
問い合わせ　片山☎090-1659-6964

公募第65回麓原展
日時　11月2日㈮～４日㈰
　　　 午前９時～午後５時（４日㈰

は、午後４時で終了）
場所　本庄西小学校体育館
費用　入場無料、出品手数料2,000円
問い合わせ　宮﨑☎㉔０８８１

▼

避
難
訓
練

▼

初
期
消
火
訓
練

▼

▼

救
出
・
救
助
訓
練

▼

給
水
訓
練
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お
知
ら
せ

17

本庄市長

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

老人福祉センターつきみ荘の休館日 ☎㉒３６９６
１日㈪・９日㈫・15日㈪・22日㈪・29日㈪・11月５日㈪
余熱利用施設湯かっこの休館日 ☎㉒８１２６
１日㈪・９日㈫・15日㈪・22日㈪・29日㈪・11月５日㈪
ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程

11日㈭～15日㈪

今月の納税納付 ［納期限：10月31日㈬］
・市県民税　　３期　・国民健康保険税　　　　４期
・介護保険料　４期　・後期高齢者医療保険料　４期

－市税夜間収納窓口のお知らせ－
日時　10月５日㈮・11月５日㈪　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　　収納課☎㉕１１２０
　　　・総合支所１階　市民福祉課税務係
　　　　　　　　　　　☎72１３３１（内線３２２）
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口
を、総合支所へお越しの際は正面玄関をご利用ください。

しんげの
一言メッセージ市長コラム

16

催　

し

青
年
就
農
給
付
金
（
経
営
開
始

型
）
の
ご
案
内

埼
玉
県
勤
労
者
向
け
融
資
制

度
の
ご
案
内

精
神
保
健
相
談
・
ひ
き
こ
も

り
専
門
相
談
を
実
施

平
成
25
年
版
「
埼
玉
県
民
手

帳
」
を
頒
布
し
ま
す

　

今
後
の
農
業
の
維
持
・
発
展
の

た
め
、
国
・
県
・
市
が
連
携
し
新

規
青
年
就
農
者
を
支
援
す
る
就
農

総
合
支
援
事
業
と
し
て
、
就
農
直

後
の
不
安
定
な
所
得
を
確
保
す
る

給
付
金
を
給
付
し
ま
す
。

支 

援
内
容　

年
間
１
５
０
万
円
を

最
長
５
年
間
給
付
（
75
万
円
ず

つ
半
年
ご
と
）

主
な
要
件

① 

就
農
時
の
年
齢
が
45
歳
未
満
で

あ
る
こ
と

② 

平
成
20
年
４
月
１
日
以
降
の
就

農
で
あ
る
こ
と

③ 

独
立
・
自
営
就
農
で
あ
る
こ
と

（
給
付
対
象
者
名
義
で
農
地
の

所
有
権
や
利
用
権
を
有
し
生
産

物
を
出
荷
し
て
い
る
等
客
観
的

に
独
立
・
自
営
就
農
し
て
い
る

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
）
な
ど

※
詳
し
く
は
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.m
aff .go.

jp/j/new
_farm

er/n_syunou/
roudou.htm

l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申 

込　

10
月
31
日
㈬
ま
で
に
左
記

へ
★
農
政
課
☎
㉕
１
１
７
７

　

埼
玉
県
で
は
、
勤
労
者
の
み
な

さ
ん
が
必
要
と
す
る
資
金
の
貸
付

を
低
利
で
行
っ
て
い
ま
す
。

使
途

・ 

応
急
資
金　

入
院
費
、
被
災
復

旧
費
な
ど

・ 

子
育
て
支
援
資
金　

出
産
費
、

託
児
費
、
産
休
育
休
時
の
減
少

す
る
賃
金
の
補
填
、
義
務
教
育

修
了
後
の
教
育
費
な
ど

・ 

失
業
資
金　

再
就
職
ま
で
の
生

活
費
な
ど

融
資
限
度
額

・ 

応
急
資
金
・
子
育
て
支
援
資
金

（
育
児
）　　
　
　

１
０
０
万
円

・
子
育
て
支
援
資
金
（
教
育
）

　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
万
円

・ 

失
業
資
金　

70
〜
１
０
０
万
円

融
資
利
率

・ 

応
急
資
金
・
子
育
て
支
援
資
金

１
・
９
％
（
別
途
保
証
料
０
・

７
％
）

・ 

失
業
資
金　

１
・
５
％
（
別
途

保
証
料
０
・
６
％
）

返
済
方
法　

元
利
均
等
月
賦
償
還

申 

込
・
審
査　

中
央
労
働
金
庫
県

内
各
支
店

★ 

埼
玉
県
勤
労
者
福
祉
課
☎
０
４

８―

８
３
０―

４
５
１
８

　

精
神
的
な
病
気
や
悩
み
に
つ
い

て
は
精
神
科
医
に
よ
る
相
談
、
青

年
期
の
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
は

臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

①
精
神
保
健
相
談

日
時　
10
月
22
日
㈪　
午
後
１
時
〜

②
ひ
き
こ
も
り
専
門
相
談

日 

時　

10
月
12
日
㈮
、
11
月
９
日

㈮　

午
後
１
時
30
分
〜

＊ 

①
②
と
も
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。
予
約
、
お
問
い
合
わ
せ

は
左
記
へ

★
本
庄
保
健
所
☎
㉒
６
４
８
１

サ
イ
ズ　

大
型（
14
㎝
×
８・５
㎝
）

色 　

２
種
類（
黒
・
グ
レ
イ
ッ
シ
ュ

ブ
ル
ー
）

価
格　

５
０
０
円
（
税
込
）

販 

売
期
間　

10
月
18
日
㈭
〜
12
月

21
日
㈮
（
完
売
次
第
終
了
）

販
売
場
所　

・
商
工
課
（
市
役
所
４
階
）

・
環
境
産
業
課
（
総
合
支
所
２
階
）

★ 

商
工
課
☎
㉕
１
１
７
５
、
環
境

産
業
課
☎
72
１
３
３
１
（
内
線

２
３
３
）

久
々
宇
コ
ス
モ
ス
祭
り
を
開

催

歩
む
会
主
催
「
秋
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
開
催

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
「
ハ
ッ

ピ
ー
・
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

」
を
開
催

『
日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
ま
つ

り
』
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い

第
36
回
戦
争
と
平
和
を
考
え

る
市
民
の
つ
ど
い
を
開
催

〜
東
北
復
興
支
援
が
ん
ば
ろ

う
日
本
〜
「
第
27
回
児
玉
商

工
ま
つ
り
」
を
開
催

　

久
々
宇
コ
ス
モ
ス
会
で
は
、
コ

ス
モ
ス
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

祭
り
終
了
後
に
は
、
コ
ス
モ
ス

の
摘
み
取
り
が
で
き
ま
す
。

日 

時　

10
月
20
日
㈯　

正
午
〜
午

後
６
時
（
雨
天
の
場
合
は
21
日

㈰
に
順
延
）

会 

場　

久
々
宇
集
落
北
側
（
備
前

堀
橋
手
前
）

内 

容　

民
俗
芸
能
（
あ
づ
ま
音
頭
）、

民
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
、
小
菊
、
農

産
物
バ
ザ
ー
ほ
か

★
自
治
防
災
課
☎
㉕
１
１
１
８

日 

時　
10
月
20
日
㈯　

午
前
11
時
〜

午
後
２
時

会
場　

本
庄
総
合
公
園
芝
生
広
場

内 

容　

模
擬
店
、
障
害
者
作
業
所

作
品
、
日
用
品
、
リ
サ
イ
ク
ル

品
な
ど

※
地
域
の
太
鼓
同
好
会
に
よ
る
太

鼓
の
競
演
も
あ
り
ま
す
。

【 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
の
応

募
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
】

１
ス
ペ
ー
ス　

２
ｍ
×
２
ｍ

費
用　

５
０
０
円（
管
理
手
数
料
）

＊ 

応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
山

ば
と
作
業
所
・
山
部
（
☎
㉑
７

２
７
３
）
へ

　

み
ん
な
で
楽
し
い
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　
10
月
27
日
㈯　
午
後
２
時
〜

対
象　

小
学
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用
意　

な
し　

申 

込　

10
月
13
日
㈯
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★ 

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
９
８

２
０

　

工
作
や
ゲ
ー
ム
を
し
て
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

※
駐
車
場
は
本
庄
東
公
民
館
も
ご

利
用
で
き
ま
す

日 

時　
10
月
20
日
㈯　

午
後
２
時
〜

３
時
30
分

内 

容　

バ
ザ
ー
、
ゲ
ー
ム
、
お
菓

子
つ
り
、
工
作
ほ
か

対
象　

幼
児
・
小
学
生

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

　

児
玉
地
域
の
事
業
所
が
日
頃
の

ご
愛
顧
に
感
謝
し
て
、
み
な
さ
ん

に
よ
い
品
を
安
く
ご
提
供
し
ま
す
。

　

大
抽
選
会
や
ゲ
ー
ム
、
八
木
節

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
催
し
も
行
い
ま

す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日 

時　
10
月
21
日
㈰　

午
前
10
時
〜

午
後
３
時
30
分

会
場　

児
玉
駅
前
通
り

★
児
玉
商
工
会
☎
72
１
５
５
６

日
時　

11
月
４
日
㈰　

　

開
場　

午
後
１
時

　

開
会　

午
後
１
時
30
分

会
場　

中
央
公
民
館

内
容

◎
講
演
会

講 

師　

肥
田　

舜
太
郎　

氏
（
95

歳
・
被
ば
く
者
・
医
師
）

演 

題　
「
内
部
被
ば
く
を
生
き
抜

く―

広
島
か
ら
福
島
へ
」「
低

線
量
被
曝
な
ら
大
丈
夫
な
の
か
？
」

※
サ
イ
ン
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◎
中
村
忍
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

入
場
料　

無
料

※
会
場
で
は
、
手
話
通
訳
が
あ
り

ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

戦
争
と
平
和
を
考
え
る
市
民
の

つ
ど
い
実
行
委
員
会
（
本
庄
民

主
商
工
会
内
）
☎
㉑
６
２
６
５

用 

意　

袋
（
作
っ
た
も
の
等
を
持

ち
帰
る
の
に
使
い
ま
す
。）

申 

込　

10
月
９
日
㈫
午
前
９
時
か

ら
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

★ 

日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
０

４
２
０

本庄北高校プレ文化祭
～林家たい平落語独演会他～

　本庄北高等学校最後の文化祭で、地域のみなさん
に感謝の気持ちを込めた企画です。
日時　10月28日㈰　午前９時45分開演
入場料　無料　会場　本庄北高校体育館
申 込　10月９日㈫から往復はがきに必要事項を記
入のうえ、本庄北高へ
※詳しくは本庄北高ホームページ（http://www.
honkita-h.spec.ed.jp/）をご覧ください。
＊ お問い合わせは本庄北高等学校・教頭（☎㉔4424）へ

　日本の人口はこのまま少子化が進んで行くと、50年後
には高齢者が全体の４割になり、急速な減少によって50
年後には現在の３分の２、100年後には約３分の１、約
4,300万人になるとの推計が専門機関から出ています。
　この将来予測に、私は非常に危機感を持っています。何
としても持続可能な日本にするべく、社会の縮小を大前提
にしつつも、それを傍観せず、どうしたら起こりうる問題
を未然に防ぎ、子孫にツケを残さず、より良い遺産を残せ
るか、これからの時代、国民の知恵と地道な努力が求めら
れています。
　最重要課題は出生率の上昇でしょう。適齢期の方々が結
婚して子どもを産み育てやすくなるための環境整備が必要
です。また、現在子どもを産み育て、２人目３人目を授か
りたいという方々への支援が、実効性のある施策であると
私は考えます。
　一方、超高齢化社会に備えて、老若男女みんなが各々の

力を発揮して、共に支え合う安心の地域社会の仕組みを創
り上げることも必要です。
　さて本庄市も、残念ながらこのところ人口の減少が起き
ています。しかし、交通の便が良く安全な水や農産物に恵
まれるなどの地理的優位性を持っているのですから、自然
減は仕方ないとしても、人口の社会増を図りたいと考えま
す。例えば地震の際に揺れが少ない、空気も良く本庄に引っ
越して健康を回復した方がいるなどのさまざまな事象を一
度きちんと検証し、安全と安心をＰＲし、企業誘致や人口
の定住化につなげたいと考えます。
　国民の地道な営みによって、何とか50年後100年後も、
安定し持続可能な日本社会を実現したいものです。そして
その中にあって本庄市も、その優位性を最大限発揮し、市
民が積極的にまちづくりに参画し、だれもが憂いなく安全
で安心して暮らせる、品格ある都市として50年後、100
年後にも存続できるよう、市長として市民の皆さまと手を
携えて頑張って参りたいと存じます。

人口問題を考える
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※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

19

県
立
熊
谷
特
別
支
援
学
校
第

45
回
夢
祭
を
開
催

「
愛
犬
の
し
つ
け
方
教
室
」

を
開
催

募　

集

　

犬
に
関
す
る
法
令
や
適
正
な
飼

い
方
を
学
び
、
家
族
の
一
員
と
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
犬
の
し
つ
け
方

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

① 

講
習
「
法
令
、
犬
の
習
性
、
行

動
、
し
つ
け
方
、
問
題
行
動
に

つ
い
て
」

日 

時　

11
月
６
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

② 

実
技
「
基
本
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
」

日 

時　

11
月
９
日
㈮
・
13
日
㈫
・

20
日
㈫
・
27
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

定
員　

５
人
（
先
着
順
）

《
①
②
共
通
》

対 

象　

生
後
６
か
月
以
上
１
年
未

満
の
愛
犬
と
飼
い
主
（
こ
れ
か

ら
犬
を
飼
う
予
定
の
人
も
参
加

で
き
ま
す
。）

※
講
習
参
加
者
は
①
の
み
、
実
技

参
加
者
は
①
と
②
へ
の
参
加
（
全

５
回
）
と
な
り
ま
す
。

会
場　

本
庄
保
健
所

参
加
費　

無
料

＊ 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

左
記
へ

★
本
庄
保
健
所
☎
㉒
６
４
８
１

第
13
回
さ
い
た
ま
緑
の
ト
ラ

ス
ト
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

を
募
集

県
立
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校

平
成
25
年
４
月
入
校
生
を
募
集

「
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
」
参
加
者
を
募
集

　
『
大
空
に
は
ば
た
け
明
日
の
夢

に
向
か
っ
て
』
を
テ
ー
マ
に
、
小

学
部
１
年
生
か
ら
高
等
部
３
年
生

ま
で
の
全
校
児
童
生
徒
が
力
を
合

わ
せ
、
夢
祭
を
盛
り
上
げ
て
い
こ

う
と
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
元
気
で
明
る
い

笑
顔
と
が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日 
時　

11
月
10
日
㈯　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
２
時
30
分

内 

容　

作
品
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
発

表
、
学
年
又
は
グ
ル
ー
プ
で
の

催
し
物
、
高
等
部
作
業
学
習
の

製
品
販
売

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

埼
玉
県
立
熊
谷
特
別
支
援
学
校

☎
０
４
８―

５
３
２―

３
６
８

９
　

熊
谷
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、

２
年
コ
ー
ス
の
入
校
生
を
募
集
し

ま
す
。
就
職
に
必
要
な
知
識
や
技

能
を
習
得
す
る
た
め
の
実
技
を
中

心
と
し
た
職
業
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

声
の
広
報
を
ご
存
じ
で
す
か
？

視
覚
障
害
を
持
つ
人
た
ち
の
た
め

に
、
毎
月
の
広
報
を
音
声
で
お
届

け
す
る
も
の
で
す
。

　
「
あ
な
た
の
声
を
誰
か
の
た
め

に
…
」
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
一

緒
に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日 

時　

11
月
７
日
か
ら
12
月
５
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日　

全
５
回

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場　

中
央
公
民
館

　

県
内
の
ト
ラ
ス
ト
保
全
地
な
ど

で
撮
影
し
た
思
い
出
の
写
真
を
募

集
し
ま
す
。

作
品
テ
ー
マ

① 

ト
ラ
ス
ト
保
全
地
の
部
（
県
内

の
ト
ラ
ス
ト
保
全
地
12
箇
所
）

② 

身
近
な
緑
の
部
（
県
内
の
屋
敷

林
な
ど
身
近
に
あ
る
緑
）

③ 

渡
良
瀬
遊
水
地
の
部（
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
湿
地
登
録
記
念
）

規 

格　

カ
ラ
ー
写
真
（
キ
ャ
ビ
ネ

判
又
は
２
Ｌ
判
）

応 

募
方
法　

12
月
10
日
㈪
ま
で
に

直
接
又
は
郵
送
で
左
記
へ
（
当

日
消
印
有
効
。
所
定
の
申
込
書

あ
り
。）

応
募
先　

〒
３
３
０―

９
３
０
１

　

 

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３―

15―

１

　
 

埼
玉
県
み
ど
り
再
生
課
緑
地
保

全
・
自
然
再
生
担
当

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 
埼
玉
県
み
ど
り
再
生
課
☎
０
４

８―
８
３
０―

３
１
５
０

ス
ポ
ー
ツ

本
庄
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
主
催
「
歩
こ
う
会
市
民

大
会
」
を
開
催

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
市
民

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
」
を
開
催

会
長
杯
争
奪
市
民
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
大
会
を
開
催

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
市

民
弓
道
大
会
」
を
開
催

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
市

民
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
開
催

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
市
民

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
を
開
催

募 

集
科
目　

建
築
科
、
自
動
車
整

備
科

対 

象　

お
お
む
ね
30
歳
ま
で
の
求

職
者
〔
自
動
車
整
備
科
は
、
高

等
学
校
卒
業（
見
込
み
を
含
む
）

以
上
〕

定 

員　

建
築
科
20
人
、
自
動
車
整

備
科
25
人

選 

考
日　

11
月
２
日
㈮　

午
前
９

時
〜

会
場　

熊
谷
高
等
技
術
専
門
校

選 

考
方
法　

筆
記
試
験
（
国
語
・

数
学
）、
面
接
試
験

合
格
発
表　

11
月
８
日
㈭

申 

込　

10
月
29
日
㈪
ま
で
に
直
接

左
記
へ

※
施
設
見
学
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

★ 

熊
谷
高
等
技
術
専
門
校
☎
０
４

８―

５
３
２―

６
５
５
９

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

庄
野　

輝
子　

氏

申 

込　

10
月
10
日
㈬
か
ら
電
話
で

左
記
へ

★ 

本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉔

２
７
５
５

日 

時　

10
月
21
日
㈰（
小
雨
決
行
）

受
付
・
出
発　

午
前
10
時

集
合
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ
跡
地

コ 

ー
ス　

市
民
プ
ラ
ザ
跡
地
〜
本

庄
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
者

参
加
費　

無
料

用
意　

雨
具
、
水
筒
等

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日

直
接
集
合
場
所
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

＊ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、歩
こ
う
会
・

井
上
（
☎
㉑
０
７
７
８
）
へ

日
時

・
一
般
の
部　
　

11
月
４
日
㈰

・
中
学
生
の
部　

11
月
11
日
㈰

　

受
付　

午
前
８
時
30
分

会 

場　
若
泉
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
参 

加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
及
び
連
盟
加
盟
ク
ラ
ブ

所
属
の
ク
ラ
ブ
員

参
加
費
（
１
チ
ー
ム
）

　

中
学
生
・
高
校
生　

無
料

　

職
場
の
仲
間
や
友
人
で
チ
ー
ム

を
作
り
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
11
日
㈰

　

受
付　

午
前
９
時

　

開
始　

午
前
９
時
30
分

会
場　

市
民
体
育
館

参 

加
資
格　

女
子
チ
ー
ム
又
は
混

合
チ
ー
ム

参
加
費　

１
、
０
０
０
円

申 

込　

10
月
31
日
㈬
午
後
７
時
30

分
か
ら
、
市
民
体
育
館
で
組
み

合
わ
せ
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

参
加
希
望
チ
ー
ム
は
参
加
費
を

持
参
の
う
え
、
抽
選
会
に
出
席

し
て
く
だ
さ
い
。

＊ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
協
会
・
新
井
（
☎
㉑
４
８

８
０
）
へ

日
時　

11
月
10
日
㈯

・
高
校
生
の
部　

午
前
９
時

・
一
般
の
部　

午
後
１
時

　

受
付　

午
前
８
時
30
分

会
場　

弓
道
場

参 

加
資
格　

市
内
在
住
・
県
北
各

高
校
・
県
北
各
弓
道
連
盟
の
招

待
選
手

種
目　

・ 

近
的
一
般
（
三
段
以
下
の
部
、

四
段
以
上
の
部
）

・ 

近
的
高
校
（
男
子
、
女
子
の
部
）

参
加
費　

無
料

＊ 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

左
記
へ
（
当
日
会
場
で
も
申
し

込
み
で
き
ま
す
。）

★ 

弓
道
連
盟
・
岡
芹
☎
㉑
６
７
４

４
日
時　

11
月
14
日
㈬

　

受
付　

午
前
７
時
10
分

会
場　

上
里
ゴ
ル
フ
場

参 

加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者

定
員　

１
２
０
人

日
時　

11
月
18
日
㈰

　

受
付　

午
前
９
時

会
場　

シ
ル
ク
ド
ー
ム

種
目　

９
人
制
男
子
・
女
子
の
部

参 

加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
の

社
会
人
で
構
成
す
る
チ
ー
ム

参
加
費
（
１
チ
ー
ム
）

　

一
般　
　
　
　

３
、
０
０
０
円

　

連
盟
加
盟
チ
ー
ム　

　
　
　
　
　
　
　

１
、
５
０
０
円

申 

込　
10
月
28
日
㈰
ま
で
に
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
連
盟
事
務
局
・
戸
森（
☎

72
１
３
７
５
）
へ

　

一
般　

１
、
０
０
０
円

競 

技
方
法　

リ
ー
グ
戦
及
び
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦

申 

込　

10
月
31
日
㈬
ま
で
に
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
連
盟
・
新
井
（
Ｆ

㉑

９
８
３
４
）
へ

※
組
み
合
わ
せ
等
は
、
大
会
の
１
週

間
前
頃
に
決
定
し
ま
す
。

費
用

・
参
加
費　

４
、
０
０
０
円

・ 

プ
レ
ー
費
５
、
５
０
０
円
（
昼

食
代
等
を
含
む
）

・ 

年
会
費　

１
、
０
０
０
円
（
今

年
度
初
参
加
の
人
）

申 

込　

10
月
30
日
㈫
ま
で
に
市
民

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
・
関
根
〔
サ
ン

メ
ン
バ
ー
ズ
内
（
☎
㉔
３
３
３

３
）〕
へ



平成24年10月1日号

公
民
館

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時

30
分
か
ら
で
す
。

2021

本
庄
西
公
民
館 

☎
㉑
８
７
８
６

中
央
公
民
館 

☎
㉒
２
７
９
８

本
庄
東
公
民
館 

☎
㉒
３
４
０
４

旭
公
民
館 

☎
㉒
５
９
４
０

藤
田
公
民
館 

☎
㉒
２
３
３
２

本
庄
南
公
民
館 

☎
㉑
８
７
８
５

◆
11
月
の
パ
ソ
コ
ン
無
料
開
放
日

　

初
級
者
で
パ
ソ
コ
ン
を
練
習
し

た
い
人
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
直
接
公
民
館
へ
。

開
放
日　

毎
週
火
・
金
曜
日

※
た
だ
し
、
23
日
㈷
、
27
日
㈫
は

開
放
を
お
休
み
し
ま
す
。

時 

間　

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
４
時

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
が
常

駐
し
、
初
級
者
レ
ベ
ル
の
内
容
で

あ
れ
ば
対
応
し
ま
す
。

◆
本
庄
歴
史
講
座

日 

時　

10
月
17
日
㈬
・
24
日
㈬
・

31
日
㈬　

全
３
回　

午
前
10
時
〜

正
午

講
師

　

柴
崎　

起
三
雄　

先
生

　

長
谷
川　

勇　

先
生

内
容

・
豪
商
戸
谷
半
兵
衛
と
そ
の
周
辺

・
中
山
道
を
通
っ
た
人
々

・
新
撰
組
と
本
庄

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

◆
珈コ

ー

琲ヒ
ー

道
入
門
教
室

日
時
（
ど
ち
ら
か
１
回
を
選
択
）

　

１
回
目　

10
月
31
日
㈬

　

２
回
目　

11
月
30
日
㈮

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

講
師　

中
村　

清
美　

先
生

内 

容　

普
段
愛
飲
し
て
い
る
珈
琲

に
つ
い
て
改
め
て
基
礎
を
学
ぶ

定
員　

各
10
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用 

意　

筆
記
用
具
、コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ

プ
、
テ
ィ
ー
ス
プ
ー
ン

申 

込　

10
月
10
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
木
目
込
み
人
形
づ
く
り
教
室

日 

時　

11
月
５
日
㈪
・
12
日
㈪
・

19
日
㈪　

全
３
回　

午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分

講
師　

青
木　

玲
子　

先
生

内 

容　

平
成
25
年
の
干
支
・
巳
の

創
作

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
、
８
０
０
円

用 

意　

カ
ッ
タ
ー
、
は
さ
み
、
エ

プ
ロ
ン

申 

込　

10
月
23
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
公
民
館 

☎
㉔
７
３
８
３

◆
七
宝
焼
教
室

日 

時　

10
月
23
日
㈫
・
30
日
㈫　

全
２
回　

午
前
９
時
30
分
〜
11

時
30
分

講 

師　

本
庄
公
民
館
七
宝
焼
ク
ラ

ブ
の
み
な
さ
ん

内 

容　

七
宝
焼
き
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー

や
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
作
製

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
２
０
０
円

申 

込　

10
月
10
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
第
48
回
本
庄
市
民
短
歌
コ
ン
ク
ー

ル
作
品
募
集

対
象　

小
学
４
年
生
以
上

主
催　

本
庄
公
民
館
、
本
庄
短
歌

　

会

◆
本
庄
南
公
民
館
ク
ラ
ブ
活
動
発

表
会

日 

時　

10
月
27
日
㈯ 

午
前
９
時
〜

午
後
８
時
、
28
日
㈰　

午
前
９

時
〜
午
後
２
時

実 

演
発
表　

合
唱
、
カ
ラ
オ
ケ
、

箏
、新
日
本
舞
踊
、紅
茶
、ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル

展 

示
発
表　

木
目
込
み
人
形
、
篆

刻
、
水
彩
画
、
陶
芸
、
絵
手
紙
、

編
み
物
、
ち
ぎ
り
絵
、
着
物
着

付
、
ひ
ょ
う
た
ん

文 

書
発
表　

料
理
、
卓
球
、
社
交

ダ
ン
ス
、
ヨ
ー
ガ
、
囲
碁
、
着

◆
着
物
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室　

日 

時　

10
月
18
日
㈭
・
25
日
㈭

全
２
回　

午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

講
師　

横
倉　

恵
子　

先
生

内 

容　

思
い
出
の
着
物
や
、
着
な

く
な
っ
た
着
物
を
洋
服
に
リ

フ
ォ
ー
ム
す
る

※
見
本
が
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

定
員　

12
人
（
先
着
順
）　

◆
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
教
室

日 

時　

11
月
15
日
か
ら
12
月
６
日

ま
で
の
毎
週
木
曜
日　

全
４
回

午
前
10
時
〜
正
午

講
師　

椙
田　

晴
美　

先
生

内 

容　

ビ
ー
ズ
や
刺し

繍し
ゅ
うを
加
え
た

ク
リ
ス
マ
ス
ブ
ー
ツ
の
作
製

定
員　

14
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
、０
０
０
円
（
材
料
費
）

用 

意　

は
さ
み
（
紙
用
、
布
用
の

２
種
類
）、
定
規
（
50
㎝
と
30

㎝
の
２
本
）、
２
Ｂ
鉛
筆
、
裁

縫
箱
（
持
っ
て
い
る
人
）

申 

込　

10
月
18
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

費
用　

無
料

用 

意　

リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
い
着
物

（
ほ
ど
い
た
も
の
）、
裁
縫
道
具
、

50
㎝
も
の
さ
し
（
持
っ
て
い
る

人
）、型
紙
用
紙
（
カ
レ
ン
ダ
ー

や
障
子
紙
等
）、
筆
記
用
具

申 

込　

10
月
９
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

費
用　

無
料

申 

込　

10
月
９
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
近
代
文
学
講
座
〜
明
治
編
・
樋

口
一
葉
〜

日 

時　

10
月
22
日
か
ら
11
月
26
日

ま
で
の
毎
週
月
曜
日
（
10
月
29

日
を
除
く
）　

全
５
回　

午
後

２
時
〜
３
時
30
分

講 

師　

風
間　

益
人　

先
生
（
早

稲
田
大
学
本
庄
高
等
学
院
非
常

勤
講
師
）

内 
容　

明
治
の
女
性
が
描
か
れ
た

「
わ
か
れ
道
」「
裏
紫
」
を
読

む
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申 

込　

10
月
11
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
中
高
年
の
健
康
づ
く
り
教
室
〜

ト
リ
ム
体
操
〜

日 

時　

10
月
18
日
㈭
・
25
日
㈭　

全
２
回　

午
前
10
時
〜
正
午

講
師　

阿
佐
美　

浩
子　

先
生

内 

容　

ラ
ジ
オ
体
操
・
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
・
レ
ク
ダ
ン
ス
・
ス
ト
レ
ッ

チ
（
筋
力
ア
ッ
プ
）

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

用 

意　

室
内
用
運
動
靴
、
ス
ポ
ー

ツ
タ
オ
ル
、
飲
み
物

費
用　

無
料

申 

込　

10
月
10
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
塩
麹こ
う
じ

漬
け
教
室

日 

時　

11
月
７
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

中
澤　

弘
子　

先
生

内 

容　

無
添
加
で
お
い
し
く
２
・

３
日
で
食
べ
ら
れ
る
簡
単
塩
麹

漬
け
を
作
る

定
員　

25
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
５
０
０
円

用 

意　

筆
記
用
具
、
手
拭
き
タ
オ

ル
申 

込　

10
月
16
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
飾
り
巻
き
寿
司
教
室

日 

時　

10
月
30
日
㈫　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午

講
師　

市
食
生
活
改
善
推
進
員

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
タ
オ
ル
、
持
ち
帰
り
容
器

申 

込　

10
月
10
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

作
品　

１
人
２
首（
未
発
表
作
品
）

応 

募
方
法　

郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
（
小
・

中
学
生
は
学
校
名
・
学
年
も
記

入
）の
う
え
左
記
へ
郵
送
、フ
ァ
ッ

ク
ス
又
は
直
接
持
参

※
応
募
用
紙
は
各
公
民
館
に
あ
り

ま
す
。（
任
意
の
用
紙
で
も
可
）

応 

募
先　

〒
３
６
７―

０
０
２
１

　

本
庄
市
東
台
５―

２―

33

　

本
庄
公
民
館（
Ｆ

㉔
７
３
８
３
）

応
募
締
切
（
必
着
）

　

小
・
中
学
生　

10
月
19
日
㈮

　

一　
　
　

般　

10
月
26
日
㈮

※
12
月
15
日
㈯
午
後
１
時
30
分
か

ら
本
庄
公
民
館
で
成
績
発
表
会
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。
入
賞
者
に

は
賞
状
・
記
念
品
を
授
与
し
ま
す
。

物
着
付

※
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
も
あ
り

ま
す
。

◆
木
目
込
み
人
形
づ
く
り
教
室

日 

時　

11
月
28
日
か
ら
12
月
19
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日　

全
４
回

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

講
師　

戸
谷　

節
子　

先
生

内 

容　

平
成
25
年
の
干
支
・
巳
の

創
作

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
、
３
０
０
円

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
小
ば
さ
み
、

筆
記
用
具

申 

込　

10
月
29
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
う
た
ご
え
広
場

日 

時　

10
月
25
日
㈭
・
11
月
１
日

㈭　

全
２
回　

午
前
10
時
〜
11

時
30
分

講
師　

尾
髙　

か
お
る　

先
生

内 

容　

懐
か
し
い
歌
、
よ
く
口
ず

さ
ん
だ
歌
を
楽
し
く
歌
う

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申 

込　

10
月
11
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
健
康
体
操
教
室
〔
３
Ｂ
〕

日 

時　

11
月
６
日
か
ら
27
日
ま
で

の
毎
週
火
曜
日　

全
４
回　

午

後
１
時
30
分
〜
３
時

講
師　

岩
崎　

禮
子　

先
生

内 

容　

音
楽
に
合
わ
せ
、
楽
し
く

体
を
動
か
す
健
康
体
操

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用 

意　

運
動
す
る
服
装
、
室
内
用

運
動
靴
、
マ
ッ
ト
又
は
バ
ス
タ

オ
ル

申 

込　

10
月
16
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
さ
つ
ま
芋
を
使
っ
た
料
理
教
室

日 

時　

11
月
19
日
㈪　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分

講
師　

市
食
生
活
改
善
推
進
員

内 

容　

さ
つ
ま
芋
を
使
っ
た
ヘ
ル

シ
ー
な
料
理
（
５
品
）
を
作
る

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ

オ
ル
、
持
ち
帰
り
容
器

申 

込　

10
月
23
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
本
庄
歴
史
散
歩
講
座

日 

時　

10
月
30
日
㈫　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午

講
師　

文
化
財
保
護
課
職
員

内 

容　

中
山
道
を
遊
歩
し
な
が
ら

周
辺
の
寺
社
、
史
跡
、
文
化
財

を
訪
ね
て
本
庄
の
歴
史
を
学
ぶ

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

集 

合
場
所　
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー

ル
用 

意　

帽
子
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用

具
費
用　

１
０
０
円
（
保
険
料
）

申 

込　

10
月
17
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
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ビ
デ
オ
上
映
会
（
本
館
）

絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の

お
は
な
し
会
（
本
館
）

新
着
図
書
案
内
（
本
館
）

た
の
し
い
お
は
な
し
会

児
玉
中
央
公
民
館（
セ
ル
デ
ィ
内
）

☎
72
８
８
５
１

共
和
公
民
館 

☎
72
０
３
３
７

仁
手
公
民
館 

☎
㉒
３
５
３
８

◆
秋
の
味
覚
を
楽
し
む
料
理
教
室

日 

時　

10
月
30
日
㈫　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分

講
師　

森
谷　

典
子　

先
生

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

４
０
０
円

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持

ち
帰
り
容
器
、
タ
オ
ル
、
筆
記

用
具

申 

込　

10
月
９
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
フ
ラ
ダ
ン
ス
体
験
教
室
〜
初
心

者
大
歓
迎
〜

日 

時　

11
月
13
日
㈫
・
20
日
㈫

全
２
回　

午
後
１
時
30
分
〜
３

時
講
師　

川
口　

明
美　

先
生

内 

容　

ハ
ワ
イ
ア
ン
の
曲
に
合
わ

せ
て
、
優
し
く
フ
ラ
ダ
ン
ス
を

踊
る

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用 

意　

運
動
す
る
服
装
、
タ
オ
ル
、

靴
下
、
飲
み
物

申 

込　

10
月
16
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

北
泉
公
民
館 

☎
㉒
２
４
８
４

児
玉
公
民
館 

☎
72
４
７
８
９

◆
初
心
者
日
本
画
教
室

日 

時　

10
月
31
日
㈬
・
11
月
７
日

㈬　
全
２
回　
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

◆
旬
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
教
室

日 

時　
10
月
23
日
㈫　

午
前
10
時
〜

正
午

場
所　

児
玉
保
健
セ
ン
タ
ー

講 

師　

市
食
生
活
協
議
会
児
玉
支

部
内 

容　

き
の
こ
、
さ
つ
ま
い
も
等

を
使
っ
た
料
理
を
作
る

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

◆
腰
痛
・
肩
こ
り
解
消
体
操
教
室

日 

時　

11
月
７
日
㈬
・
14
日
㈬　

全
２
回　

午
前
10
時
〜
11
時
30

分
講
師　

栗
田　

美
紀　

先
生

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用 

意　

運
動
す
る
服
装
、
飲
み
物
、

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
又
は
大
判
バ
ス
タ

オ
ル
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル

申 

込　

10
月
24
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
パ
ソ
コ
ン
教
室

日 

時　

11
月
２
日
か
ら
30
日
ま
で

の
毎
週
金
曜
日
（
23
日
㈷
を
除

く
）　

全
４
回　

午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分

場
所　

児
玉
公
民
館
別
館

講
師　

東　

禎
章　

先
生

内 

容　

パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
と
カ

レ
ン
ダ
ー
を
作
製

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費 

用　

１
、
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

用
意　

筆
記
用
具

申 

込　

10
月
19
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

　

金
・
土
の
み
連
絡
可
）

◆
絵
手
紙
教
室

日 

時　

11
月
９
日
㈮
・
16
日
㈮　

全
２
回　

午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

講
師　

前
田　

京
子　

先
生

内
容　

絵
手
紙
で
年
賀
状
を
作
製

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

６
０
０
円
（
材
料
代
）

用 

意　

白
い
平
皿
２
枚
（
直
径
10

㎝
位
）、
筆
（
細
・
中
）
各
１

　

 
本
、
書
道
用
の
下
敷
き
、
古
い

タ
オ
ル
１
枚
、
水
入
れ
（
広
口

◆
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
・
ヨ
ガ
教
室

日 

時
（
ど
ち
ら
か
１
回
を
選
択
）

　

 

第
１
回
目　

10
月
20
日
㈯　

午

前
10
時
〜
11
時

　

 

第
２
回
目　

10
月
30
日
㈫　

午

前
10
時
〜
11
時

講 

師　

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ｏ　

先
生
（
Ｐ

Ｔ
Ｃ
Ｗ
認
定
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
）

内 

容　

背
骨
の
矯
正
や
肩
こ
り
腰

痛
解
消
の
ヨ
ガ

定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用 

意　

運
動
す
る
服
装
、
バ
ス
タ

オ
ル
又
は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
フ
ェ

イ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申 

込　

10
月
12
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ（
火
・
水
・
金
・

土
の
み
連
絡
可
）

講
師　

星
野　

邦
男　

先
生

内 

容　

秋
の
草
花
を
題
材
に
日
本

画
の
初
歩
を
学
ぶ

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用 

意　

水
彩
画
用
具
一
式
、
５
〜

６
号
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
、
Ｂ

の
鉛
筆

申 

込　

10
月
16
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
北
泉
公
民
館
ク
ラ
ブ
活
動
発
表

会日 
時　

10
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

　

 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

（
21
日
㈰
は
午
後
３
時
ま
で
）

実 

演　

カ
ラ
オ
ケ
、
大
正
琴
、
日

舞
、
囲
碁

展 

示　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
紙
粘
土
、

書
道
、
編
み
物
、
フ
ラ
ン
ス
刺

繍
、
ち
ぎ
り
絵
、
木
目
込
み
人

形
、
ビ
ー
ズ
、
寄
せ
植
え
、
絵

手
紙
、
水
墨
画

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
代
）

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
室

内
履
き
又
は
ス
リ
ッ
パ

申 

込　

10
月
16
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
教
室

日 

時　

10
月
24
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

青
木　

京
子　

先
生

内 

容　

羊
毛
フ
ェ
ル
ト
で
か
わ
い

い
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
小
物
を
作
製

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、５
０
０
円
（
材
料
代
）

申 

込　

10
月
10
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
月
釜
茶
会

日 

時　
10
月
14
日
㈰　

午
後
１
時
〜

４
時

費 

用　

５
０
０
円
（
茶
・
菓
子
代
）

の
物
）

申 

込　

10
月
26
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ（
火
・
水
・
金
・

土
の
み
連
絡
可
）

★
本
館

日 

時　
10
月
13
日
㈯　

午
前
11
時
〜

11
時
30
分
、
10
月
27
日
㈯　

午

後
２
時
〜
２
時
30
分

会
場　

本
館
１
階
児
童
室

内 

容　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ
！
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
絵
本
や
紙
芝

居
協 

力　
「
よ
み
き
か
せ
サ
ー
ク
ル

本
庄
ほ
ん
の
会
」
の
み
な
さ
ん

★
児
玉
分
館

日 

時　
10
月
13
日
㈯　

午
前
11
時
〜

11
時
30
分

会 

場　
親
子
よ
み
き
か
せ
コ
ー
ナ
ー

内 

容　
「
お
い
し
い
秋
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
お
は
な
し

協 

力　
「
こ
だ
ま
お
話
し
の
会
」・

「
語
り
の
会
言
依
」
の
み
な
さ
ん

日 

時　

10
月
４
日
㈭
・
11
月
１
日

㈭　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

会 

場　

本
館
１
階
児
童
室
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

対 

象　

保
育
園
・
幼
稚
園
入
園
前

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内 

容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ

ら
べ
う
た
な
ど

★
今
月
の
一
般
図
書

芭
蕉
の
杖
跡　

お
く
の
ほ
そ
道

　

新
紀
行　
　

 　

森
村 

誠
一 

著

名
画
の
食
卓
を
読
み
解
く

大
原 

千
晴 

著
戦国城事典
吉田 龍司 著

★
今
月
の
児
童
図
書

イ
ソ
ッ
プ
物
語

い
ま
い 

あ
や
の 

文
・
絵

は
た
け
の
と
も
だ
ち

　
　
　
　
　
　
　

田
島 

征
三 

著

新
着
図
書
案
内
（
児
玉
分
館
）

★
今
月
の
一
般
図
書

涙
め
し　
　
　

 　

松
岡 

弘
一 

著

もっといろいろばあ
新井 洋行 作

�
秋
�
図
書
館
�
�
�
�
�
開
催
�
�
�

日
時　
10
月
13
日
㈯　

午
後
２
時
〜

会
場　

本
館
２
階
視
聴
覚
室

内 

容　

こ
ど
も
に
ん
ぎ
ょ
う
劇
場

「
三
び
き
の
や
ぎ
の
が
ら
が
ら

ど
ん
」「
ブ
レ
ー
メ
ン
の
音
楽

隊
」
ほ
か

定
員　

80
人
（
当
日
先
着
順
）

も
り
の
お
る
す
ば
ん

　
　
　
　
　
　
　

丸
山 

陽
子 

著

昨
日
の
蒼
空
、
明
日
の
銀
翼

菅
野 

ユ
ウ
キ 

著

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
風
に
の
っ
て

　
　
　
　
　
　
　

吉
村 

達
也 

著

★
今
月
の
児
童
図
書

カ
ビ
の
ふ
し
ぎ　

 

伊
沢 

尚
子 

著

い
し
か
り
が
わ　

 　

松
村 

昭 

作

　

読
書
の
秋
で
す
。
今
年
も
ふ
る

さ
と
本
庄
を
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
図
書
館
へ
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
い
。

　

埼
玉
県
で
は
、
県
内
に
お
け
る

文
芸
活
動
の
振
興
を
図
る
た
め
、

昭
和
44
年
に
埼
玉
文
芸
賞
を
創
設

し
、
文
芸
各
部
門
の
創
作
活
動
に

お
い
て
、
特
に
優
れ
た
作
品
を
顕

彰
し
て
お
り
、
本
庄
に
ゆ
か
り
の

あ
る
人
も
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
受
賞
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

期
間　

10
月
12
日
㈮
〜
21
日
㈰

会
場　

本
館
２
階
ホ
ー
ル

内 

容　

埼
玉
文
芸
賞
受
賞
作
品（
松

本
鶴
雄
・
高
橋
秀
一
郎
・
宮
崎

鉄
郎
・
船
戸
鏡
聖
・
松
崎
移
翠
・

北
畑
光
男
）
を
写
真
や
パ
ネ
ル

で
紹
介

協
力　

本
庄
市
読
書
会
連
絡
協
議

　

会

　

朗
読
を
い
っ
し
ょ
に
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時　
10
月
20
日
㈯　

午
後
１
時
〜

会
場　

本
館
２
階
視
聴
覚
室

内  

容　
「
北
畑
光
男　

詩
の
世
界
」、

「
本
庄
の
風
土
と
詩
・
小
説
〜

埼
玉
文
芸
賞
受
賞
作
を
中
心
に
〜
」

※
大
人
向
け
の
内
容
で
す
。

協 

力　

図
書
館
朗
読
の
会
「
ラ
・

ヴ
・
リ
」
の
み
な
さ
ん

日 

時　

10
月
20
日
㈯　

午
後
２
時

30
分
〜

会 

場　

図
書
館
本
館
３
階
第
２
読

書
室

講
師　

北
畑　

光
男　

氏

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

１
９
４
６
年
（
昭
和
21
年
）
岩

手
県
生
ま
れ
。
酪
農
学
園
大
学
卒
。

　
「
歴
程
」「
撃
竹
」
同
人
。
村
上

昭
夫
研
究
「
雁
の
声
」
主
宰
。
１

９
９
２
年
に
詩
集
『
救
沢
ま
で
』

で
富
田
砕
花
賞
、
２
０
０
４
年
に

詩
集
『
文
明
の
の
ど
』
で
埼
玉
文

芸
賞
、
２
０
０
７
年
に
詩
集
『
死

は
ふ
り
つ
も
る
か
』
で
埼
玉
詩
人

賞
、
２
０
１
２
年
に
詩
集
『
北
の

蜻
蛉
』で
丸
山
薫
賞
を
受
賞
。
前
・

日
本
現
代
詩
人
会
理
事
、
前
・
埼

玉
詩
人
会
理
事
長
、
日
本
文
藝
家

協
会
会
員
、
Ｈ
氏
賞
選
考
委
員
等

を
歴
任
。

演 

題　
『
孤
独
の
力
』
〜
詩
人
の

作
品
を
と
お
し
て
〜

共 

催　

本
庄
市
読
書
会
連
絡
協
議

会

朗
読
の
会

企
画
展
�
埼
玉
文
芸
賞
と
本
庄
�

文
芸
講
演
会



環境推進課☎㉕1172
　　　　　環境産業課☎721331（内線232）

★前原児童センター☎㉑９８２０
★日の出児童センター☎㉑０４２０

平成24年10月1日号

相 談 名 相 談 日 時 な ど 会  場 問い合わせ

市　
　

民　
　

相　
　

談　
（
10
月
〜
11
月
）

行 政 10月18日㈭　午後１時～４時

市役所１階 市民相談室
　　　☎㉕１１１３
市民課☎㉕１１１２
　　　☎㉕１１１０

法 律

10月３日㈬・10日㈬・17日㈬・24日㈬  午後１時～４時
◎11月の相談日
　　　　　11月７日㈬・14日㈬
　　　　　午後１時～４時　定員＝各６人（先着順）
　　　　　11月28日㈬
　　　　　午後１時～４時　定員＝６人（先着順）

労働法律 11月21日㈬　午後１時～４時
定員＝６人（先着順）

不 動 産 10月12日㈮　午後１時～４時　定員＝６人（先着順）
相談員＝宅地建物取引業本庄支部無料相談員

年 金 10月11日㈭・11月８日㈭　午後１時～４時
相談員＝社会保険労務士

税 務 10月９日㈫・11月13日㈫　午後１時～４時　
相談員＝税理士

消費生活

毎週月・水・木曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分 市役所４階 商工課 商工課 ☎㉕１１７５

毎週火・金曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
☎35１２３２

人 権
10月９日㈫　午後１時～４時 総合支所２階 研修室

人権推進課 ☎㉕１１５９
10月23日㈫　午後１時～４時 市役所１階 市民相談室

家庭児童 毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時～午後４時 市役所２階 子育て支援課 子育て支援課 ☎㉕１１２９
（家庭児童相談室）

教 育
（不登校等） 毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時30分～午後３時 ふれあい教室

（旧勤労会館２階）

教育支援センター 
☎㉒４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（休日を除く）電話相談：午後１時30分～５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員（臨床心理士）
☎㉑７３３７

心配ごと
毎週月曜日（休日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ 本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会

☎㉔２７５５

10月15日㈪・11月５日㈪　午後１時～４時 総合支所２階 研修室 本庄市社会福祉協議会児玉支所
 ☎73１２３７

結 婚 毎週水曜日（休日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ

本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会
☎㉔２７５５

介護の悩み 10月12日㈮・26日㈮　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ

県
民
相
談

県 民
（行政･民事･家庭等）

毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時～正午、
午後１時～４時　相談員＝県民相談員 北部地域振興センター

（熊谷地方庁舎１階）
北部地域振興センター

☎048－522－6506法 律
※予約制

毎月第１・３・４水曜日（休日の場合は翌日に振替）
午後１時～４時　相談員＝弁護士

2425

障害者生活支援センター『さわやか』　☎㉕5620　　FAX㉕5640

市民相談・県民相談　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。

司法書士に
よる相談

弁護士に
よる相談

※市役所の受付は、午前8時30分～午後５時15分です。

相 談 名 日　時 会　場 相 談 名 日　時 会　場

同じ障害がある
人による相談

肢体不自由 随時受付

障害者生活支援
センター

絵手紙教室
10月27日㈯
午前９時30分～
11時30分

勤労青少年ホーム

視覚障害 事前受付

パソコン教室
毎週木曜日
午後１時30分～
３時30分

もの作りクラブ
10月26日㈮
午後１時30分～
３時30分

ボッチャ練習会
（身体障害者のためのスポーツ）

10月24日㈬
午後１時30分～
３時30分

エコーピア
理学療法士による
相談
（身体障害のある人）

10月20日㈯
午後１時～３時

日　程 内　容 会　場
10月５日㈮ 絵本と友だち 前原児童センター

10月15日㈪ 絵本と友だち 日の出児童センター

10月22日㈪ 絵本と友だち 児玉つどいの広場

11月９日㈮ ミニ運動会 前原児童センター

日　程
前原つどいの広場

｢前原ルンルンタイム｣
午前10時～11時

日の出つどいの広場
｢ひよっこニコニコタイム」
午前10時30分～11時30分

児玉つどいの広場
｢児玉ワクワクタイム｣
午前10時～11時

10月３日㈬ くだもの狩りごっこ 本庄子育てネットの「ママサロン」 的あてで遊ぼう
10月10日㈬ おはなし広場「てんとうむし」 作って遊ぼう 誕生会
10月17日㈬ 親子体操（講師：立石明子先生） 誕生会 本庄子育てネットの「ママサロン」
10月24日㈬ 誕生会と「うたのミニミニこんさーと」 リトミック（講師：小川豊子先生） おはなし広場「てんとうむし」
10月31日㈬ 音楽劇「おおきなかぶ」 七五三のあめ袋を作ろう くだもの狩りごっこをしよう
11月７日㈬ おはなし広場「てんとうむし」 本庄子育てネットの「ママサロン」 みの虫を作ろう

○「つどいの広場」

　乳幼児の親子が交流する広場を開催しています。また、下表の日程で、親
子でふれあうあそびの講座なども行います。お気軽にお越しください。事前
の申し込みは不要です。
　日時　毎週月・水・金曜日　午前9時～午後2時（祝日を除く）
　場所　 前原児童センター・日の出児童センター・児玉保健センター２階集

団指導室   

（10月～11月上旬）

集団資源回収予定表 〈回収品目は古紙類・缶類です〉

○子育てサロン（子育て支援講座｢ゆうゆう｣）

時間　午前10時～ 11時30分

協力　 子育て応援団「本庄びすけっと」
のみなさん

｢つどいの広場｣及び｢子育て
サロン｣のお問い合わせは、
各会場の児童センター（「児
玉つどいの広場」は前原児
童センター）へ

日　　程 時　　間 回収場所等 問い合わせ

10月７日㈰
午前９時 ～ 11時 総合支所

ハートtoハート ☎㉒９３００
（佐久間さんち）

11月４日㈰

10月21日㈰
午前９時 ～ 11時 市役所

午後１時 ～ ３ 時 市民プラザ跡地

10月13日㈯ 午前９時 ～ 11時 本庄南公民館　 佐久間さんち ☎㉒９３００

10月17日㈬ 随時受付 就労継続支援B型事業所「佐久間さんち」
（本庄高校北側） ポノポノ ☎㉓２１９５

～３Ｒでも
・
っ
・
と
・
ごみを減らそう！～

※本庄子育てネットの「ママサロン」は、10月２日㈫・９日㈫・16日㈫・23日㈫・11月６日㈫・13日㈫にも子育
て支援センター（いずみ保育所内・☎㉒4891）で開催されます。時間は午前10時30分から11時30分です。
 ※月・金曜日の「つどいの広場」の内容と「児童センターだより」は、市ホームページでご覧になれます。

　エコ生活の合言葉、３Ｒ（スリーアール）は、ちょっとした心がけで今日
から始められます。資源循環型のまちづくりを目指し、ごみの減量と資源化
の推進にご協力ください。
※「３Ｒ」についてはＰ11をご覧ください。

※お気軽にお越しください。事前の申し込
みは不要です。

※天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。

※各種相談は予約制
※11月の相談予約は、10月22日㈪から受付開始
　（受付開始日は電話予約のみ）



未
来
の
健
康
の
た
め
の
が
ん
検
診

〜
自
分
の
た
め
、
大
切
な
人
の
た
め
定
期
的
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
〜

子
宮
頸け
い
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

肺
が
ん
・
結
核
検
診

★本庄市保健センター☎㉔2003
※ お問い合わせは、午前8時30分
からです。

平成24年10月1日号 2627

●育児相談・学級　【会場】本庄市保健センター

休　日　急　患　の　診　療
●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所（日曜・祝日開設）
　（本庄市保健センター内☎㉓３３２２）
　　診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～10時
　　診療科目　内科系疾患
　　※健康保険証を持参してください。
●在宅当番医療機関
　診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もありますので、
確認してからお出かけください。

10月７日㈰ 関根内科外科医院 神川町新里 ☎77７６６７

10月８日㈷ はにぽんクリニック
（ 関 根 外 科 医 院 ） 東台４丁目 ☎㉒３５９６

10月14日㈰ 千 田 医 院 美里町根木 ☎76００４１
10月21日㈰ 高橋外科整形外科 千代田１丁目 ☎㉒６２１１
10月28日㈰ 高 山 整 形 外 科 見福２丁目 ☎㉒３２４５
11月３日㈷ 昭 和 産 婦 人 科 駅南１丁目 ☎㉒２０２５
11月４日㈰ 田 所 医 院 けや木１丁目 ☎㉒３４４５

ご利用ください！小児救急電話相談｢#8000｣
　休日や夜間のお子さんの急病時にご利
用ください。県内であれば、プッシュ回
線の電話や携帯電話から「#8000」を
押すとつながります。
（相談料無料・通話料利用者負担）
受付時間
・月曜日～土曜日 午後７時～翌日午前７時
・ 日曜日、祝日、年末年始 午前９時～翌
日午前７時

★119番は、緊急時(火災やけが人など)の
受付専用電話番号です。夜間など、時間外
に診療可能な病院については、児玉郡市広
域消防本部指令課（☎㉔1119）でご案内
していますので、ご利用ください。ただし、
診療科目によっては、県外や児玉郡市以外
の病院をご案内する場合もあります。

相談・学級 内　容 日　時 申　込

すくすく相談 身長・体重の計測、育児・栄養相談

10月25日㈭・11月22日㈭
午前９時30分～ 11時
※11月22日㈭は、児玉保健セ
ンターで実施。

定員あり。
各実施月の１日から本庄市
保健センターへ
（※電話による育児相談は
随時受け付けています。）母乳相談 母乳に関する相談 10月25日㈭

午前９時30分～ 11時

お
や
親
タ
マ
ゴ

マタニティエクサ
サイズ ストレッチ、有酸素運動など 11月７日㈬

午前10時～正午

定員あり（随時受付）母乳・沐
もく

浴 母乳について、お風呂の入れ方の
実習など

11月17日㈯
午前９時30分～正午

食事 栄養士の講話、調理実習 11月30日㈮
午前９時30分～正午

※児玉保健センターは検診などを行う事業を除いて職員が不在です。お問い合わせは本庄市保健センターへ

①
本
庄
市
役
所
会
場

日 

時　

10
月
15
日
㈭　

午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分
、
午
後
０
時

30
分
〜
４
時

②
ア
ピ
タ
本
庄
店
会
場

日 

時　
10
月
28
日
㈰　

午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

《
①
②
共
通
》

対 

象　

16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
人

（
た
だ
し
、
65
歳
か
ら
69
歳
ま

で
の
人
は
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
間
に
献
血
を
し
た
こ
と
が

あ
る
人
に
限
り
ま
す
。）

※
疾
病
や
服
薬
な
ど
に
よ
り
、
献

血
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

種 

類　

全
血
（
４
０
０
ml
・
２
０

０
ml
）

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
を
実
施
し
ま
す

　

接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
予
診

票
（
９
月
末
に
郵
送
済
み
）
を
持
参

の
う
え
、
同
封
の
契
約
実
施
機
関
で

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

転
入
等
に
よ
り
予
診
票
が
届
い
て

い
な
い
人
は
、本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者

・ 

65
歳
以
上
の
人
（
昭
和
22
年
12
月

31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

※
こ
れ
か
ら
65
歳
に
な
る
人
は
、

65
歳
の
誕
生
日
を
過
ぎ
て
か
ら
接

種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・ 

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
（
昭

和
23
年
１
月
１
日
か
ら
昭
和
27

年
12
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
）
で
、
一
定
の
心
臓
・
じ
ん
臓

も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
又
は

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
免
疫
機
能
の
障
害
を
有
す
る

人
期 

間　

10
月
１
日
㈪
〜
平
成
25
年

２
月
28
日
㈭

自
己
負
担
額　

１
、
０
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料
。

回
数　

期
間
中
１
回
の
み

※
か
か
り
つ
け
医
が
埼
玉
県
内
の

他
市
町
村
に
い
る
場
合
、
10
月

20
日
㈯
か
ら
12
月
25
日
㈫
ま
で
の

期
間
は
、
本
庄
市
・
児
玉
郡
以
外
の

契
約
医
療
機
関
で
も
接
種
で
き
ま

す
。

あ
た
た
か
い
愛
の
心
で
「
献
血
」

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

大
腸
が
ん
検
診

　

対
象
者
に
は
今
年
の
５
月
に
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送
し
ま
し
た
。

　

検
診
を
受
け
る
際
に
は
、
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
と
同
封
の
文
書
を
確

認
し
て
か
ら
、
検
診
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

①
子
宮
頸
が
ん
検
診

対 

象　

平
成
25
年
４
月
１
日
ま

で
に
、
21
・
26
・
31
・
36
・

41
歳
に
な
る
女
性

②
乳
が
ん
検
診

対 

象　

平
成
25
年
４
月
１
日
ま

で
に
、
41
・
46
・
51
・
56
・

61
歳
に
な
る
女
性

《
①
②
共
通
》

有 

効
期
限　

平
成
25
年
３
月
30

日
㈯
ま
で

※
対
象
者
で
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が

届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
本
庄
市

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

近
年
、
大
腸
が
ん
に
な
る
人
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
健
康
を
保
つ

た
め
に
も
、
年
に
１
度
は
、
大
腸

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。
当

日
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

①
児
玉
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場

日
程　

11
月
１
日
㈭

②
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場

日
程　

11
月
６
日
㈫
・
７
日
㈬

《
①
②
共
通
》

受 

付
時
間　

午
前
９
時
〜
10
時
、

午
後
１
時
〜
２
時

対
象　

40
歳
以
上

検 

診
内
容　

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
、
肺
が
ん
の
喀
痰
検
査
（
必

要
な
人
の
み
）

料 

金　

２
５
０
円
（
喀
痰
検
査
が

必
要
な
人
は
、別
途
４
５
０
円
）

用 

意　

受
診
券
（
持
っ
て
い
な
い

場
合
は
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

※
70
歳
以
上
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
、
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料

①
大
腸
が
ん
検
診
を
希
望
す
る
人

平
成
25
年
３
月
22
日
㈮
ま
で
に
申

し
込
ん
で
検
査
キ
ッ
ト
を
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

40
歳
以
上

検 

診
内
容　

便
潜
血
検
査
（
便
を

２
日
間
採
り
、
指
定
医
療
機
関

へ
提
出
）

用 

意　

受
診
券
（
持
っ
て
い
な
い

場
合
は
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

料
金　

６
０
０
円

※
70
歳
以
上
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
、
生
活
保
護
世
帯
の
人
及
び
今

年
度
に
41
・
46
・
51
・
56
・
61

歳
に
な
る
人
（
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

を
５
月
に
郵
送
）
は
無
料
。

申 

込　

直
接
、
本
庄
市
保
健
セ
ン

タ
ー
又
は
市
民
福
祉
課
（
総
合

支
所
１
階
）
へ
（
土
・
日
・
休

日
を
除
く
）

※
検
診
は
年
度
内
に
１
人
１
回
の

み
の
受
診
と
な
り
ま
す
。

②
今
年
度
大
腸
が
ん
検
診
を
申
し

込
ん
で
検
査
キ
ッ
ト
を
持
っ
て
い

る
人

　

検
査
キ
ッ
ト
に
便
を
と
り
、
指

定
医
療
機
関
（
検
査
キ
ッ
ト
と
同

封
の
通
知
に
一
覧
あ
り
）
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
し
な
い
場

合
で
も
費
用
は
返
金
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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〒
3
6
7
-8
5
0
1
　
埼
玉
県
本
庄
市
本
庄
3
-5
-3

☎
㈹
0
4
9
5
-2
5
-1
1
1
1

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.honjo.lg.jp/

※
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

今
年
度
の
市
人
権
教
育
研
究
集
会
は
、

腹
話
術
師
と
し
て
現
在
舞
台
や
テ
レ
ビ
、

ま
た
国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
で
も
活
躍

さ
れ
、
法
務
省
の
人
権
啓
発
活
動
に
も

ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
、
い
っ
こ
く
堂
さ

ん
を
お
迎
え
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時　

11
月
22
日
㈭

　

開
場　

午
後
６
時
30
分

　

講
演　

午
後
７
時
〜
８
時
10
分

会
場　

セ
ル
デ
ィ

※
で
き
る
限
り
、
お
車
で
の
乗
り
合
わ

せ
や
徒
歩
等
で
の
ご
来
場
に
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

講
師　

い
っ
こ
く
堂　

氏

テ
ー
マ　
い
っ
こ
く
堂
人
権
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　
（
腹
話
術
シ
ョ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

※
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

入
場
料　

無
料

★
人
権
推
進
課
☎
㉕
１
１
５
９

日　　時　11月17日㈯　午後１時30分～３時30分
　　　　　開場：午後１時
　　　　　放送日：12月２日㈰　午後３時～４時〈Eテレ・全国放送〉
会　　場　セルディ　入 場 料　無料
申 込方法　右の記入例を参考に、日本郵便の往復はがきでお
申し込みください。（10月25日㈭必着）
※応募多数の場合は抽選のうえ、当選者には入場整理券（１
枚で２人入場可）を、落選者にはその旨を伝える案内を送付
します。
※１歳以上のお子さんから入場整理券が必要です。
※売買を目的とした申し込みは固くお断りします。
＊お問い合わせは下記へ
　・企画課☎㉕１１５７
　・ＮＨＫさいたま放送局☎０４８－８３３－２０４１
　（平日　午前９時30分～午後６時）
　ホームページhttp://www.nhk.or.jp/saitama/
※お申し込みの際にいただいた個人情報は、抽選結果の連絡に使用
させていただきます。また、ＮＨＫでは受信料のお願いや番組・イ
ベントのご案内に使用させていただくことがあります。

　ＮＨＫさいたま放送局と市では、ＮＨＫ・Ｅテレの番組「俳句王国がゆく」の公開録画を
実施します。この番組は、俳句を通して地域の魅力を再発見する俳句紀行バラエティーです。
　観覧を希望する人は、以下の要領でお申し込みください。

【司会】
博多華丸・大吉
塚原　愛アナウンサー

【出演】
正木　ゆう子 氏
（俳人・「紫薇」同人）

【ゲスト】
パンツェッタ　ジローラモ 氏

367－8501

本庄市本庄３－５－３

本庄市役所

「俳句王国がゆく」係

367－○○○○

本庄市○○○○○

○○　○○　様

↑　　
申込者の郵便番号

住所・氏名

（何も記入しないで

ください）

①郵便番号

②住所
③氏名

④電話番号

往信表面

返信表面

返信裏面

往信裏面

（申し込みはがき記入例）

公開録画観覧者を募集！！公開録画観覧者を募集！！

平
成
24
年
度

本
庄
市
人
権
教
育
研
究
集
会
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セ
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ィ

平
成
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本
庄
市
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教
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研
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集
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読みやすいユニバーサルデザイン文字


